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二つのZ61De痂冗における光と影

中濱千代子

SYNOPSIS

A1tematingphasesoflightanddarknessarecharacteristicmKeats,ｓ

ｔｗｏ団PC施漉．TheTitans'fanfromthebrightheavenintothedusky
valecorTespondstoKeats，scomparisonofhumanlifetotheChambers；
from``thesecondChamberofMaiden-Thought，，ｔｏthe“darkpassages.”
Keatsinterweavesahistoryofhispoeticsou1withthestoryofgodsl、
岡lP2痂就,hetriestooverlapApolloIsstruggleagainst“vi】eoblivion,，

andsearchfOr``knowledge''withhisown,ａｎｄｉｎＴｈｅｊＷﾉq／j561pc流ｂ"，
thepoettakesoverApoUo,sToleThoughthepoetseesanotherwoTld

oflightbeyondthe`idarkpassages,'，ｉｔｉｓａ“deceiving''illusionwhich
hiswishfOrdeathhasproduced・FinaUyhedecidestoremaininthe

duskyvale,ｔｈｅ“valeofSoul-making,,,ｉ､ｅ､,the``darkpassages.”

JolmKeatsの二つの｣＄ＰＧ面"，すなわち団砂e流ひれとＴ１ｈａＦｉＴ〃ｑ／
Ｉもpe痂加は,ギリシア神話に題材をとって光麺<天を迫われ暗い谷間へと

没落するタイタン族を描いており，他のどの作品よりも光と影のイメジが
色濃く表されている。麺く王国を去る太陽の神HypeTion,暗い谷間で焦躁
しきった様子のSatum,暗い森をさまよった後に不滅の神になるべく天上

の光のなかに変貌していくApolloなど，光と影が交錯している。
タイタン族の光の世界から闇の世界への没落という檎図は,Keatsの｢処

女思想の部屋｣Ｉを思い起こさせる｡彼は人生を幾つかの部屋("chambems,，）

にたとえて，「幼児の部屋，または無思想の部屋」（"theinfantorthought・
lessChamber,，）から「処女思想の部屋」（"theChamberofM愚idPn‐

Thought,,)，そして，第三の部屋へ通じる｢暗い通路」（"darkpassages"）
へと，三つの段階を示している。第二の「処女思想の部屋」では，光の洪
水に洸惚となり，「鷲異」（"Wonder'')しか目に入らない。しかし，自由に



２

空想と戯れることのできる，光趣く第二の部屋は次第に暗くなり，開かれ

た多くのドアはすべて｢暗い通路｣へと続く。Keatsはさらに，“Nowifwe

live,andgoonthinking,wetooshallexplorethem［darkpassages］,,

と述べている。彼の詩的過程そのものが，まさに，第三の部屋を求めて｢暗

い通路」を模索する，ある極の旅だったともいえるのである。「暗い通路」

で感じられる「神秘の重荷」（"burdenoftheMystery，,)２に耐え切れず，

詩人は繰り返し白昼夢にひたるが，それは所詮彼の想像力の産物以外の何

物でもない。忘却からの覚醒を経験するたびに，彼は，自分自身の夢想だ

けに身を焦がす夢想家（"afeverofthyself，')３としての自己認繊を深めて

いった。

KeatsがｍＢＦｔＺ〃ｑ／卍6ゆe巾冗において，神々の物語に自らの詩魂の

歴史を織り交ぜていることは注目すべき点である。また，」もＩＤ"われの執筆

開始とTlieFtzHq／ｌ過ＩＤＢ痂卯の中断時期は，ちょうどいわゆる「驚異の

年」の始まりと終わりの時期にあたる。タイタン族の光から影への没落と

いう同じ主題で取り組み，しかも両作品とも未完で中断することになるの

である。二つの岡IPCｱﾌﾞＤ〃における「知識」（"knowledge，'）や「邪悪な忘

却」（"vileobIivion'，）をめぐる葛藤は，ほかならぬ詩人自身の葛藤であ

る。敗れたタイタン族のいる暗い谷間のイメジは，「魂形成の谷間」（"The

valeofSoulmaking，Lejte応,ｐ､249）を喚起させるが，Keatsにとって

の「魂形成」とは，理想の詩人像への成長ということになるだろう。二つ

の町ｉＰｃ７ｉｍにおける光と影の交錯のなかに，詩人Keatsの模索と成長を

うかがうことができる。

Ｉ

町lpeフカ〃の最初に登場するのは,敗北したタイタン族の頭,Satumであ

る。彼は太陽の光も星の麺きも届かぬ｢谷間の陰深い悲しみに深く沈んで」

おり，頭上には薄暗い森が重なっている。このような谷間の暗さは冒頭か

ら強調されており，それは，彼が光の世界ともいうべき天の王座から没落

してきただけに，なお一個強調されている。Satumの住む暗い谷間は｢憂

琶と悲しみ」が支配しているが，この谷間のイメジは「魂形成の谷間」を

喚起させる。

Ｔｈｅｃｏｍｍｏｎｃｏｇｎｏｍｅｎｏｆｔｈｉｓｗｏｒｌｄａｍongthemisguidedand
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superstitiousis``avaleoftears,'ｆｒｏｍｗｈｉｃｈｗｅａｒｅｔｏｂｅｒｅｄｅｅｍｅｄ

ｂｙａcertainarbitraryinterpositionofGodandtakentoHeaven

-Whatalittleci｢cumscribe〔｡〕straightenednotion1CaUthe

worldifyouplease“ThevaleofSoul・making.''…(LettEだ,ｐ､249）

暗い谷間で悲しみと憂琶にくれるSaturnは，まさに｢涙の谷間」（"avale

oftears,，）にいるのだ。しかしKeatsは，光の世界を失うことにまつわる

さまざまな苦悩は「魂形成」のために不可欠な要素として受容し，暗い谷

間を｢魂形成｣の場としてとらえようとしている。暗い谷間は，DTdyが@わ〃

に出てくる「静穏の洞窟」（"CaveofQuietude'，）と同様に，「魂形成」の

場である｡‘

没落の理由をもとめて焦躁のなかにいるSatumに，Oceanusが｢思索と

瞑想」によって得た－つの道を示す。それは，彼らは「自然の法則」

（"Nature，slaw'，）によって滅びるのであり，「あるがままの真実に耐え，

事物を正視すること」こそ，「最高の主楢」をもつことだ，ということであ

る。「自然の法則｣とは，言い換えれば，変化，進歩の法則でもある。没落

の理由を求めて徒にいらだつのではなく，冷静に受容するように説いてい

る。JackStillingerは，Keatsの詩の基本的主題を"themutabUityinher・

entinnatureandhumanlife''５としているが，Oceanusの没落に対する受

容の哲学は，人生の可変性に対する詩人の認識の深化を示している。象徴

的に解釈すれば,SaturnとOceanusには,詩人の相反し分離した自己が見

受けられるといえる。つまり，過ぎ去った光の世界を嘆くSatumは，自己

の夢想の世界から脱しきれないKeats自身の姿であり，Oceanusの，哲学

的ともいえる声には，より客観的，思索的であろうとする詩人の思いが反

映されているのである。

太陽の神Hyperionは,最後のタイタン族としてまだ天におり，オリンパ

スの神々から再び王座を取り戻すことを皆から期待されている。しかし，

彼の輝く王国は影が忍び寄り，もはやそこにとどまることができないこと

を知る。

Itisleft

Deserted,void,ｎｏｒａｎｙｈａｕｎｔｏｆｍｉｎｅ

Ｔｈｅｂｌａｚｅ,thesplendor,ａｎｄｔｂｅｓｙｍｍｅｔｒｙ，



‘

Icannotsee-butdarkness,deathanddarkness．（1,239-42）

Hyperionにとって，これは明らかに光輝く「第二の部屋」との決別であ

り，「平和と眠気を誘う静寂の日々は過ぎ去った｣ことを認めなければなら

ない。Hyperionの妻Theａが無邪気な｢幼児の世界」（"theinfantworId"）

の女神であったということからも，Hyperionの輝く王国と｢処女思想の部

屋」との対応をみることができる。光の王国を去って暗闇の世界へ向かう

前に，彼は雲の中に横たわり，夜空の輝く星を名残惜しそうに見つめる。

彼が行こうとしているのは,光のまったく届かぬ暗黒の洞窟("adenwhere

noinsultinglight／Couldglimmerontheirtears"）であり，敗れたタイ

タン族たちの「嘆きの巣」（"nestofwoe'，）である。第二巻で描かれる「嘆

きの巣」では，何十もの神々がさまざまに苦悩しているが，彼らの苦悩は，

光の世界を失い「神秘の重荷」を感じているという点で同じ属性をもつ。

詩人Keatsにとっての｢第二の部屋｣とは，初期の作品Slbglα"ｄＰｂｅｌか

にある「花神フローラと老いた牧神の王国」（"therealmofFloraandold

Pan''）に相当する。それは，一時的に現実から逃避し，忘却することので

きる，時間のないまったくの空想の世界である。花が咲き乱れる緑深いあ

ずまやで，詩人はネクターを飲み，まどろみ，忘却の世界にしばしひたる。

彼の詩的過程は，「心は軽く，喜びは空想に沸き立って｣`という夢想家とし

て始まった。しかし，いつまでも空想の王国にとどまることはできないの

であり，やがて，苦悩に満ちた世界（"theagonies,thestrife／Ofhuman

hearts"）へと過ぎて行かねばならない。〃。”沸加域ね‘ＤＢ“湘６２γにお

いては，目覚めた魂を氷のような忘却の世界へ閉じ込めて，苦しみを感じ

ない「麻癖した感覚」（"numbedsense"）を歓迎している。つまり，忘却

とは，「暗い通路」で感じられる「神秘の函荷」から逃避して，一時的に無

感覚になる状態を意味する。

f6IPe痂冗に登場する神々のなかで，Keatsに最も近い存在は｢邪悪な忘

却」と闘うApolloである。なぜ，Keatsが「邪悪な忘却」と呼んでいるか

を探るには，他の作品を読む必要がある。たとえば"Ｗｈａｔｃａｎｌｄｏｔｏ

ｄｒｉｖｅａｗａｙ，,においては，人間を破滅へと追いやる「あの最も忌まわしい

国｣("thatmosthatefUlland"),「あの邪悪な浜辺｣("thatwickedstrand，,）

についての思いを追い払うにはどうしたらよいのか，という詩人の叫びが

聞こえる。これは，Ｅ)zay腕勿蛇における｢驚異のもつれた岸辺｣，「幻の海の
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恐ろしい荒波｣，および０．Ｗｂα｣vHglhji河guT陀の第七スタンザに出てくる，

「荒れ狂う海の水泡の上に開かれたあやしい窓辺」のある「もの寂しい妖

精の国｣，つまり，空想の国を指している.孤火を追うごとき空想に身をま

かせるならば，「死の破滅」（"adeadlybane,,)，に至ることに詩人は気づ

いている。

Ｏ“ねαハEgltJi"gZzjBで，詩人の意識はけだるさと眠気とともに「忘却

の川」（"Lethe,，）へと沈んでゆく。彼はこの世の「疲労と熱の病と焦

躁｣，すなわち「神秘の重荷｣から逃避し，安らかに死ぬことで永久的な忘

却を得ることを望む｡Keatsの忘却への願いは,しばしば死への願望へとつ

ながっている｡８しかし，悦惚のさなかに，死は単なる「土くれ」（"ａ

ｓ０．，，)，無感覚の状態にほかならないことに気づき，死への願望は一転して

嫌悪に変わる。最終的に彼は，空想の産物であるナイチンゲールを「欺く

妖精」（"deceivingelf")と呼ぶ。つまり，彼を忘却の世界に逃避させ無感

覚な死へと至らしめる空想は,夢想する詩人にとって"deceiving"であるか
らこそ「邪悪」なのである。

Ⅱ

ｊ:6PC痂加の第三巻において，新しい神Apolloを誕生させようとする

Keatsの試みが明らかになる。Apolloは暗い森をさまよった後，記憶の女

神Mnemosyne9に導かれ，新しい不滅の神へと変貌をとげようとしてい
る。

Ｆｏｒｍｅ,dark,dark，

AndpainfUlvileOblivionsealsmyeyes：

Istrivetosearchwhereforelamsosad，

Untilame1ancholynumbsmylimbs;(3,86-89）

Ａｐｏｌｌｏはまだ｢無知」（"achingignorance")の状態にあり，彼の目をふさ

いでしまう「邪悪な忘却」を捨てようとする。ＡｐｏｌｌｏがMnemosyneの顔
に見た「不思議な教訓」とは何なのか。それは，「膨大な知識が私を神にす

る」（"KnowledgeenormousmakesaGodofme,,）の一行が示すように，

不滅の神になるためには，創造と破壊，喜びと悲しみ，光と影といった，

世界にまつわるあらゆる「知識」が必要なのだ。Apolloはタイタン族の没
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落を凝視してきたMnemosyneの顔をみつめて，「未知のもの｣を教えてく

れるように叫ぶ。

Keatsは本来,Apolloをこの作品の主人公にするつもりであったことか

らも，自己の変貌への願いをApolloの上に重ねあわせていることが想像

できる。詩人Keatsにとっての「知識」とは，Ｔ１ｈｅｊＷＪｑ／団PC”〃で

「この世の悲惨」（"miseriesoftheworld"）と呼んでいる人間世界のさま

ざまな現実を知ることである。なぜなら，詩人というのは，“theideaof

doingsomegoodfortheworld"(Lc雌だ,ｐ88)をもち，万人の心を癒しな

ぐさめる「医者」（"physiciantoallmen',）であるべきだと考えるからで

ある｡空想と眠りに導くネクターの杯を飲み干すことが,Keatsの詩の源泉

であった（"ThatfuUdraughtisparentofmytheｍｅ，,)。しかし，彼は

「知識」の杯（"continualdrinkingofKnowledge,”Ｌｅ娩汀,ｐ､88)の必要

を感じているのだ。1818年春頃の彼の手紙には，「知識｣に言及している箇

所が多くみられる。

ThedifferenceofhighSensationswithandwithoutknowIedge

appearstomethis-inthelattercasewearefallingcontinuallyten

thousandfatｈｏｍｓｄｅｅｐａｎｄｂｅｉｎｇｂＩｏｗｎｕｐａｇａｉｎｗｉthoutwings

andwithaU［the］horTorofabareshoulderdCreature-inthe

formercase,ourshouldersareHedge,ａｎｄｗｅｇｏｔｈｒｏ，thesameair

andspacewithoutfear．（Le娩漏,ｐ９２）

ここでKeatsは，詩的想像と「知識」の融合の必要性について述べてい

る。「知識｣のない"Sensations,，の飛翔は，あてどもなく，恐怖とともに虚

空に落ちてゆき，孤火を追うごとく空しさをあとに残す。＝方，「知繊｣を

得た詩的想像力は，もはや自分自身の夢想だけに身を焦がすことなく，よ

り客観的な視点をもつことを詩人に可能にする。詩人は「無知の苦しみと

知識への渇望」(Le姓だ,ｐ230)のただ中にあって,「知繊｣の狸得をApollo

に実現しようとしているのだ。

しかしながら，「邪悪な忘却」と闘うＡｐｏｌｌｏを描き始めるやいなや，

Keatsは突如として作品を中断し，新しい神Apolloの誕生の賛歌は永久

に聞かれることはなくなった。Apolloの手足が｢天上の」（"Celestial，，)光

のなかに溶け，死を通して新しい生命を得ようとする，まさにその瞬間に
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作品は途切れている。Mnemosyneの顔を見つめながら不滅の神に生まれ

変わるというApollo変貌は,ｎＧ.Jamesの指摘するように"toomysteri・

ous"であり，Oceanusの哲学的，洞察的な言葉さえも，不確かな感じは免

れない｡'０Apolloに自己の変貌を重ね合わせようとした詩人の試みは，早

急すぎたといわねばならないだろう。Ｏ晩o〃2,〃ＯＳＢ允蛇此Z娩允〃で繰り

返されている"Ofretnotafterknowledge,，という一節が，そのことを表

している。Keatsが求めた｢知識｣について理解する上で，ＪＭ・MuITyの

指摘は有益である。

MemoryisnotknowledgeThisknowledgeisessentiallyselfen・

gendered；itistheselfscreationofitselfoutofexperience；ｉｔｉｓａ

ｓｈａｐｉｎｇｏｆｔｈｅｓｏｕｌｂｙａｔｒｕｅｃｏntactwithreality.…'1

「知識」は記憶量を意味せず，あせり求めるものではなく,実際の経験を

通して，「魂形成｣の過程でおのずから生み出されるものである。第三巻で

Apolloの変貌を描き始めたものの，詩人は描き終えることはできなかっ

た。j56pe7ib泥は1819年４月に中断され，「暗い通路」はさらに続くのであ

る。

Ⅲ

数か月後に再開したＴｌＷＷ/〃』:6ipe池卯は，よりKeatsらしい「夢」

の形式をとり，神々の物語に加えて彼自身の詩魂の歴史を織り交ぜている。

Ｃａｎｔｏｌで詩人は，楽園ともいえるあずまやでこころゆくまで空想と戯れ

る。この世のものではない甘い香りのする花が咲き乱れ，夏の果実を楽し

み，ネクターの入った杯を飲みほす。やがて，“cloudyswoon"が彼をおそ

い眠りにおちるが,目覚めてみると空想の楽園は消え失せている("thefair

treesweregone,／Themossymoundandarbourwerenomore，,)。彼が

目覚めたのは,冷やかで陰鯵なSatumの神殿である。過去の栄光を表す建

造物は今や朽ち果てており，東側の黒い扉は閉められて，永久に太陽の光

から遮断されている。空想，眠りから目覚めた後の冷たさは，夢から覚め

た詩人の心象を物語っている。たとえば，ＬａＢｂＪ上、α腕ｅｓａ７ｚｓｊｌ化”の

騎士は，夢から覚めてみると晩秋の冷たい丘の中腹にいる（"Andlwoke

andfoundmehere,／Onthecoldhill'sside0，)。ゴルｍＪＪｑ′１号blpe沈兀に
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おける，空想の楽園から冷やかな神殿への移行は，より暗い世界への移行

であり，StuartMSpelTyの指摘するように「花神フローラと老いた牧神
パンの王国｣から苦悩に満ちた人間世界への移行と符号しており,'２Keats
の詩的過程の縮図ともいえる。

詩人の前には，祭壇に続く無数の階段が連なっており，ひとり取り残さ
れた記憶の女神Monetaが現れる。Monetaは最初，「ベールに覆われた

影」（"veiIedshadow，,）と呼ばれる。Monetaはf6iPe痂犯における
Mnemosyneと同一であり，また，「知識｣を求めて変貌していくＡｐｏｌｌｏの
役割を，詩人である「私」が引き継いでいる。女神は，詩人を其の詩人に
必要な「知識」へと導く役割を担い，「この世の悲惨」から逃避することな
く，自らの苦しみとして共に感じることのできるものだけが，その祭壇の
高みにのぼれると教える。

Thouartadreamingthing

Afeverofthyself-thinkoftheEarth；（1,168-69）

「地上のことを思いなさい」というMonetaの言葉は，Keatsが自分自身
に投げかけているのだ。この祭趨の高みは，０．２０打雌Az"cｊわりの第三ス
タンザに登場する祭壇と極めて類似している。

Ａｙ,ｉｎｔｈｅｖｅｒｙｔｅｍｐＩｅｏｆｄｅｌｉｇｈｔ

Ｖｅｉｌ，dMelancholyhashersovTanshrine，

Ｔｈｏｕｇｈｓｅｅｎｏｆｎｏｎｅｓａｖｅｈｉｍｗｈｏｓｅｓｔrenuoustongue
CanburstJoy，sgTapeagainsthispalatefine；

Hissoulshalltastethesadnessofhermight，

Ａｎｄbeamonghercloudytrophieshung．

（Ｏｕｂｏ〃/MbAJ"dboα25-30）

「消えなければならぬ美」にまつわる喜びと悲しみは共にあり，その両面
を目覚めた意識で味わい知る者だけが,祭壇をのぼり，「ベールに覆われた
メランコリー」を見ることができる。第一，二スタンザで，この「ベール

に覆われたメランコリー」が女性であることが暗示されているが，そのイ
メジは，ＴｌＷＷ/q/Z6Pe）aib〃においてMonetaの姿として具体化されて
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いるのであり，忘却，無感覚に対立する目覚め，知識の象徴として詩人を

導く役割を担う。「ベールに覆われたメランコリー｣に至る祭壇の高みこそ

が，今，詩人がのぼろうとしている高みなのである。

1ｔ［poeticalcharacter］hasnocharacter-itenjoysli甑tand

shade．…Itdoesnoharmfromitsrelishofthedarksideofthings

anymorethanfromitstasteforthebrightone；becausetheyboth

endinspeculation．（Le姓ねｐ､157）

幻の消滅に伴うメランコリーに襲われて忘却にひたるならば，意識は麻蝉

し無感覚に陥る。Keatsにとって詩人とは，光と影,美とそのはかなさ，喜

びと悲しみといった事物の両面を目覚めた意識で見据えて，想像力を生み

だす存在である。階段をのぼるためには，彼は，徒に自己の夢想に陶酔す

るのではなく，自己を滅却し，光と影の両面を見据えることのできる詩人

でなければならないのだ。詩人は，襲ってくる無感覚への誘惑と闘いなが

ら，祭壇に続く階段をのぼり始める。

IstTovehardtoescape

Thenumbness；strovehardtogaintheloweststep、

Ｓｌｏｗ,heavy,ｄｅａｄｌｙｗａｓｍｙｐａｃｅ：thecold

GTewstining,suffocating,attheheart;(1,127-30）

OdbO”｣ﾘﾙﾙz"cMyに登場した「ベールに覆われたメランコリー」は，ま

だ詩人には手の届かない高い祭壇に祭られていた。今や彼は，無感覚，忘

却を払いのけて，階段をのぼりつめることにより，ベールに包まれて見え

なかったメランコリー，すなわち女神の顔を見るのである。

Ｔｈｅｎｓａｗｌａｗａｎｆａｃｅ，

Ｎｏｔｐｉｎ,ｄｂｙｈｕｍａｎｓｏｒＴｏｗｓ,butbright-branch，d

Byanlmmortalsicknesswhichkinsnot；

Itworksaconstantchange,ｗｈｉｃｈｈａｐｐｙｄｅａｔｈ

Ｃａｎｐｕｔｎｏｅｎｄｔｏ；deathwardsprogressing

Tonodeathwasthatvisage；iｔｈａｄｐａｓｔ
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Thelillyandthesnow;(1,256-62）

SperTyは,Monetaの顔の描写を｢最も重要な一節｣としている｡I3Moneta

の悲しみは「人間の悲しみ」ではなく，不死の者のかかる「永却不滅の病」

によるものである。「この世の悲惨」を見据える彼女のまなざしは，「あら

ゆる外界物を見ておらず｣，また，「私をみてはいなかった｣。その目は

"divine,,,“moon,”“planetary"といった，人間界を越えた宇宙的な言葉で

形容されており，「慈愛の光」（"abenignantlight'，）さえ浮かべている。

タイタン族の栄華と，その光から闇への没落を凝視し続けた女神は，「はか

りしれない視力」（"enormousken,,）を得た。詩人は，Monetaの頭のな

かでどんな「高尚な悲劇」（"hightragedy,'）がひそんでいるのか，と思

う。Monetaが，ベールを取り払って（"Partedtheveils''）詩人と対面す

るということは，「ベールに覆われたメランコリー｣と女神の同一性を意味

している。個人的な苦悩を越えて非個人的，没個性的な視点を得，世界に

ついてのあらゆる「知識」の凝縮された女神の顔は「ベールに覆われたメ

ランコリー｣の正体であり，また，Keatsが終生求め続けてきた詩人の理想

像なのである。

1Ｖ

しかしながら，常に忘却と覚醒，「知識｣の間を揺れ動いていた若い詩人

は，再び「重荷」に耐えられず，暗い谷間から出たいと望む。

Withoutstayorprop，

Butmyownweakmortality,Ibore

Theloadofthisetemalquietu｡e，

Theunchanginggloom，

Oftentimeslprayd

lntense,ｔｈａｔＤｅａｔｈｗｏｕｌｄｔａｋｅｍｅｆｒｏｍｔｈｅＶａｌe

AndaUisburthens-(1,388-98）

闇のなかで，「永遠につづく静けさの重荷｣が詩人を襲う。暗い谷間が現世

のシンボルとなっており，彼は死が暗い谷間から救い出してくれるように
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望む。忘却から受容への移行は，決して直線的な移行ではなく，詩人の忘

却との決別の困難さを物語っている。Ｃａｎｔｏ２ではついに，死への願望に

とりつかれて光の世界に入る。

Ｎｏｗｉｎｃｌｅａｒｌｉｇｈｔｌｓｔｏｏｄ，

Reliev,dfromtheduskvale．（2,49-50）

詩人は，谷間でのすべての重荷から解放され，光の輪で飾られたあずまや

（"bow，rsoffragrantenwreathedlight，'）にいる。彼のみならず，

Mnemosyne（＝Moneta)やHyperionさえも，暗い谷間からぬけだして，

光のなかにいる。岡ＰＣ池〃では,天の王国を追われることになったHyPe

rionが輝く（"Onhenared',)。「暗い通路」の向こうに，詩人は一瞬光の

世界を見いだしている。しかしながら，光のあずまやを描き始めるやいな

や，この作品もやはり中断される。

Ｃａｎｔｏｌの終わりをみてみよう。

Ａｓｙｅｍａｙｒｅａｄｗｈｏｃａｎｕｎｗｅａｒｉｅｄｐａｓｓ

OnwardfromtheAntichamberofthisdream，

Ｗｈｅｒｅｅｖｅｎａｔｔｈｅｏｐｅｎｄｏｏｒｓａｗｈｉｌｅ

ｌｍｕｓｔｄｅｌａＭａｎｄｇｌｅａｎｍｙｍｅｍｏｒｙ

Ｏｆｈｅrhighphrase:－perhapsnofurtherdare．（1,464-68）

詩人は「暗い通路」を歩いて来て，第三の部屋と思われる扉の前までやっ

てきた。Canto2の光の世界は，すなわち｢控えの間」（"Antichamber'，）

から続く第三の部屋の展開であり，死への願望が彼に垣間見せた幻想にほ

かならないのである｡次の手紙は,Keatsがいかに死への願望と嫌悪の間を

揺れ動いていたかを如実に表している。

Iwishfordeatheverydayandnighttodelivermefromthesepains，

andthenIwishdeathaway，fordeathwoulddestmyeventhose

pamswhicharcbetterthannothing．（Lejte7s,ｐ､394）

光の世界を描いてみたものの，死とは光の世界に入ることではなく，無感
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覚な｢土くれ｣、暗黒の世界にほかならない，という成熟した認識が，彼を
暗い谷間にとどまらせる。

神殿，無数に続く階段，暗い谷間と光の世界などの設定によって，刀ie
FmlcWﾖDlDe沈秘の宗教的雰囲気は濃いものになっている。「慈愛の光｣を
その目にうかべ，青ざめた顔で「この世の悲惨」を凝視するMonetaの姿

は，“Christtakingonhimselfthesinsoftheworld'''４に通じるものがあ

る。しかし,Keatsはそれらを宗教的目的のために描いたのではない｡詩人

が無数の階段をのぼるのは，“Godorsupematuraltruth'''５を発見するた

めでもない。先に挙げた「魂形成の谷間」についての手紙が示すように，

Keatsにとって暗い谷間は，キリスト教的救いを求める｢涙の谷間｣ではな

いからである。もし仮にそうであるならば，Ｃａｎｔｏ２の光のあずまやを目

の前にして，Ｃａｎｔｏｌの終わりで「もう遠くまでは進めまい」と立ち止ま

る必然性はないのである。｢暗い通路｣の果てに見た光の世界が"deceiving”
な空想であると気づいたからこそ，詩人は，詩人としての魂を形成するべ
く「暗い谷間」にとどまるのだ。

Ｖ

最初のＺ６ﾘｸ２節卯と同様にmejMq/j56pe和施も中断した理由につい

て，Keats自身は"tooMiltonic''である点を述べている（Le鱗7qsbp､292)。
しかし，二つの作品の中断をまったく同じ理由でとらえることはできない

だろう。前者が，神々の物語を叙事詩として第三人称で語られているのに

対して，後者は，よりKeatsらしい「夢」の形式をとり，Keats自身と思

われる「私」が，Monetaとの問答を通して詩人論を展開する。また，「邪

悪な忘却｣と闘うApolloが後者の作品ではほとんど登場せずに，その役割
は詩人自らが演じている。つまり，Ｔｈｅｍ〃q/f6Ipe痢郡は，詩人として
の自己の真価を厳しく間うているのであり，それが未完に終わったという

ことは，詩人自身の内部の限りない矛盾と葛藤を表してはいないだろうか。

JohnGorellは，この作品の中断の原因として"remote"な点を挙げてい

る｡!．また,Keats自身も，この作品を"averyabstr[a]ctPoem"(LeljF，Ｓ

ｐ,271）と呼んでいる。ＡDream（｢夢｣）という副題からもわかるように，
Canto2で暗い谷間から光の世界にでると，Keatsの現実からはますます

遠くかけはなれて，「夢のなかの夢」（"DreamwithinDream0，)１７となり，
彼の手から離れて行かざるをえなかったと思われる。ただし，作品の
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"remote"な感じは，単に古代の神々を扱った題材や，詩人がみる夢を語る

という複雑な構成のためだけではない．二つのHbpe痂加を通して追及し

た，「この世の悲惨」をわがものとできる，「知識」と詩的想像力を融合さ

せた詩人になることの険しさを，Keats自身が感じていることが想像され

る。

一
宮
毎
●
凸
■
■

●
ひ
●
⑪
夕
＋

■
甲
の
■
今
■
●

菫
ゴ
ト
プ
７
●
●
・
●
。
‐
ら
．

…theknowledgeofcontrast，feelingforlightandshade0aUthat

information（primitivesense）necessaryfOrapoemaregreat

enemiestotherecoveryoftbestomach．（Le旋汚,ｐ､398）

‐～鰈谷ｉ
1820年11月30日付の手紙は，光と影の両面を凝視することを詩人の理想

としたKeatsの信念を，実現し持続することの困難さを物語っている。

Monetaの顔にひそむ｢高尚な悲劇｣を，人間である彼は探ることはできな

いし，考えるべきではないと言う（"beyondthese／Imustnotthink

now0,)。また，Monetaの｢慈愛の光｣に満ちたまなざしがなければ，彼は

Monetaのもとを立ち去っていただろう。Keatsの初期の手紙にある｢自己

を浄化してある種の崇高な悲惨を体験すること」（"tobeselfspirituaIized

intoakindofsublimeMisery,，）とは，まさに，祭壇に祭られた「ベール

に覆われたメランコリー」の正体，Monetaの顔を見ることである。しか

し，これに続けてKeatsは，この体験はほんの一瞬でしかない（"alas1

,tisbutforanHour/，Ｌｃ娩畑p30)ことを述べているのだ。

Byronの，「知識は悲しみなり」（"KnowledgeissOrrow"）という言葉

に続けて，Keatsは「悲しみは知恵なり」（"Sorrowiswisdom"）と書い

ているが，さらに，一転して「知恵は愚かなり」（"Wisdomisfolly'，）と

言っているほどである(Le旋汚,ｐ93)。二つのfbIpe狗卯を執筆中に，弟を

なくし，自らも病に苦しむことになる彼に，どんな広い知識も，果たして

「友人の死や（人間の肉体に固有の）病に対してどれだけ慰めとなるのか」

(Let彪挿,ｐ､92)という疑念がつきまとっていても不思議ではない｡Keatsが

終生求め続けた，詩的想像力と「知識」の融合，目覚めた意識で光と影を

凝視するという詩人の理想は，没個性的なMonetaの顔に具体化されては

いるものの，詩人自身の内部の矛盾や葛藤は消えることはなかったと言わ

ねばならない。彼にとってそれは，永遠の課題であった。

しかしながら，非個人性(impersonality)烟の象徴であるMometa像を

iii
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描いたことにより．KeatsはＴｂＡｗ〃加加において新しい境地を開くこと

になる。７泥Ｆｒ〃ｑ／ノi61pe痂加の中断とほぼ同じ時期に醤かれた７ｂ

Ａｗ加加〃は，自己を滅却し，個人的空想を超越した視点から，闇の世界に

募れてゆく秋の日を静かに眺めている。二つの」５６１，"わ〃における｢邪悪な

忘却」との決別の試み，そして，“deceiving"な空想がつくりだした光の世

界に入ることを拒否して，「魂形成」のために「暗い通路」にとどまる決意

が，詩人に，自然世界の可変性，光と影の交錯を観照的に眺めることを可

能にしたのである。
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fearofIosinghispositionkeepshimfrommakingapublicconfession

Hecomeseventuallytobeahypocrite・Hesterendurestheignomyof

wearｉｎｇａｎ`ＯＡ'’０，ｈｅｒbreast,butnotbecausesherepents，Ｉｔｉｓｈｅｒ

ｄｅｓｉｒｅｔｏｂｅｗｉｔｈＤｉｍｍｅｓｄzDlethatmakesherendurehershame、

ChiUingworthbecomesfiendlikeasheseekshisrevenge、Itisironic

thatamanwhoissupposedtoIeadothersistumedtodoworksｏｆｅｖｉｌ

ａｎｄｃｏｍｍｉｔｓ“TheUnpardonabIeSin.,,

Throughthethoughtsandactsofcharacterswhoarelostinamaze

ofeviI,Hawthometellsushowmightyandinescapabletheeffectofone

simis、AsDimmesdaleassentstoHester,spersuasiontoescapefrom

theplace,heisdepravedAfterthat,heatlastexposeshissininpubIic・

Here,wenoticethatthedifferentdesireｓｏｆＤｉｍｍesdaleandHester

showthemthewaytotheirgloriousgoaLItisatragedythatDimmes‐

daleandHester,fromfirsttolast,affectedｂｙｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｔｈｅｉｒｓｉｎｌ

ｍｕｓｔｕｎｄergotorturesindissimilarways．

Ｈａｗｔｂｏｍｅはｍｅｓ、池ｌＬｅｌ陀丁において，ひとつの罪だけでなく，そ

こから派生する他の罪を取り扱うことによって，人間の心理を実に深く描

いている。HesterとDimmesdaleが犯した姦通罪によって，Chilling・

worthは人の心を侵すという罪を犯し，HesterもDimmesdaleも自分た

ちが犯した罪のために，それぞれ異なった綱神的苦悩を味わわなければな

らない。三人の犯した罪は何が原因となっているか，またそれらの罪がど

のような結末を彼らにもたらすかを熟考してみると，人間がいかに弱くも
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ろい存在であれかを知ることができる。罪のしるしである"Ａ',を胸につけ

て生活しなければならない苦境の状態のもとで，自己を支えながら生きる

Hesterの強さは,逆境の中でも人間は強く生き抜くことができることを示

している。さらに,Dimmesdaleが,自分が犯した罪をこころの中でしか認

めることができず悩み苦しむ過程は，罪への悔悟と，欲望と，自尊心が絡

み合う人間の内面を露呈している。

HesterとDimmesdaleは共同でひとつの罪を犯したのだが，その後の

彼らの社会的立場も考え方も，行動も異なっている。その相違に焦点をあ

てて，PearlやChillingworthの役割を考察しながら，ＴｈｃＳｍ池'Ｌｅ"たγ

における悲劇性について論じることにする。 与
宇
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HesterとDimmesdaIeは同じ罪を犯してその重荷を背負っているにも

かかわらず，第３章で描かれている二人の状況は，天と地ほどの隔たりが

ある。Hesterは処刑台の上に立ち公衆のさらしものになっている一方，

Dimmesdaleは処刑台の真上にある教会に付属するバルコニーで，Hester

を説得して相手の名前を告白させる義務がある牧師として，彼女を見下ろ

しているのである。罪の共犯者であるという事実を隠して，職務を果たさ

なけれがならない牧師の表燗について語り手は，“…therewasanair

aboutthisyoungminister-anapprehensive，astartled，ahalf

frightenedlook-asofabeingwhofelthimselfquiteastray,ａｎｄａｔａ

ｌｏｓｓｉｎｔｈｅｐａｔｈｗａｙｏｆｈｕｍａ、existence.…,,（48)！と述べている。

Dimmesdaleは，本当は，Hesterと同じように処刑台上で罰を受けなけれ

ばならない存在であるのだ。世間に自分の本当の姿を偽ることにより，自

分の存在が不確かなものに思えるのは当たり前のことで，歩むべき人生の

道に迷うDimmesdaleの表情は，彼の心理の表れである。第３章は"The

Recognition，，という題であるが，ここでは一般の人びとはHesterが姦通

を犯した罪人であることを知り，Hesterは自分が罪を犯した事実を認識す

るとともに,罪人として見られることの恥辱を知る。Chillingworthは妻の

不義を知り，Dimmesdaleは犯した罪を人びとに対して隠す辛さを知るの

だ。各々がひとつの場所で，それぞれ異なった衝撃を受けるこの場面は，

ひとつの事実の個人に与える影響の多様性を示している.

Dimmesdaleは犯した罪に対する悔悟と，他の人に罪を告白できないと



１８

いう苦悩にさいなまれ健康を失うほどになる。頬は青ざめ，声は衰弱を告

げるかのように沈み込み，身体は痩せて，生命の光が消え入りそうになる

（83)。語り手がDimmesdaleについて初めて語った時（48）から何度も

"young"という形容詞を使用していることを考えると，この衰弱ぶりは甚

だしい゜精神的な病が彼の身体を蝕んでいるのだ。しかし,何が原因となっ

て苦悩にさいなまれるのかをDimmesdaleは十分わかっているので,彼は

どうすることもできない。つまり，神に仕える牧師として職務を遂行して

いる自分が，神の徒に背く大罪を犯している邪悪な存在であると承知して

いるので，信者からいかに厚い信奉を受けようとも心の平静を得ることが

できないのだ。人から尊敬されればされるほど実際の自分と，人がもつ彼

の人物像との距離が離れてゆくので，その分，苦しみが倍増することにな
る。

HawthomeはＴ７ｉｅＳｍｒｌｅノＬｅ雄γにおいて17世紀のニューイングラン

ドを背景にして，罪の問題に関連ある職業的地位にある人間に，罪を犯さ

せるという設定をすることによって，罪を心ならずも犯してしまった人間

の苦悩を，まざまざと描写してみせているわけだ。１７世紀，人びとは荒地

に植民地を形成し，「厳格な宗教的規律の下に社会生活を営み,政治と宗教

が表裏一体した神聖政治を行っていた｣２が,牧師という職業は，ピューリ

タンが生活のすべての行為において，神の栄光を見いだすよう指導する，

地位の高い職業であった。Dimmesdaleはその高い地位を得ているだけで

なく，知性があり，牧師という職にふさわしい風格があるとともに，信仰

心も厚く，信仰の道を力強く歩む，真に牧師職に適する人物である。しか

も，熱心に彼を敬う信者たちからは，以下のように，考えられていたほど

である。

Theyoungdivine，whosescholar-1ikerenownstiUlivedin

Oxford,wasconsideredbyhismoreferventadmirersaslittleless

thanaheaven-ordainedapostle,distined,shouldheliveandlabor

fortheordinarytermofIife,todoasgTeatdeedsforthenowfeeble

NewEnglandChurch,astheearlyFathershadachievedforthe

infancyoftheChristian．（83）

初期のキリスト教時代の祖父たちが成し遂げた偉業を行う運命にあるとま
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で，考えられていたDimmesdaIeに罪を犯させる筋瞥きをHawthomeが

設けている理由は，どんなに優れているようにみえる人間でも，悪の誘惑

に負けて罪を犯してしまう危険性があるということを示したかったからで

はないだろうか｡HawthomeはDimmesdaleの姿を通して,人間が不完全

な，悪に陥りやすい，もろい存在であることを示しているのである。

語り手が，“1ｔ［theburden］kepthimdown，onalevelwiththe

Iowest.…'，（98）と述べているように，ひとつの罪を犯したことによっ

て,Dimmesdaleはその罪の重荷のために堕落することになる｡説教壇に立

ち,"…Lyourpastor,whomyousoreverenceandtrust,amutterIya

poUutionandaIie1',（99）と言い，本心を述べるのだが，Dimmesdaleの

告白は人びとが真相を把握することができないような，中途半端なもので

しかない。語り手が,“Theministerwellknew-subtle,butremorseful

hypocritethathewas！，（99）と断言している通り，DimmesdaIeは公衆

の前では，実際の本性を明らかにしない偽善者になり果てる。NinaBaym

が詳説しているようにsDimmesdaleは元来,"truth,,を愛し,"lie"を忌み嫌

う性質である（99）にもかかわらずすべてを明白に告げないので，結果的

に，彼の善良さを失うことになる。つまり，次第に，新たな「偽善」とい

う罪の繰り返しが彼をますます堕落へとおとしめているわけだ。

当然のことながら,Dimmesdaleのみが自分が罪の悔悟に苦しみ,偽善者

である惨めさを認めることができた。“Therefore,aboveaIlthingselse，

heloathedhismiserableself1”（99）とあるように，彼は虚偽の行為が重

なる生活において自分自身を忌み嫌う｡では彼にとって何が本当のことで

あるのだろうか。それはまさしく“theanguishinhisinmostsoul，,（101）

であり，“theundissembledexpressionofitinhisaspect,,（101）であっ

た。処刑台でHesterがさらしものになっている時見せていた，不安げな，

生きる道の途上で迷っているような表情は，その後の偽りの生活の中で，

苦悩の表情へと変化していることに注目したい。１７世紀のピューリタンに

とって，「罪は恐ろしい実在でありfDimmesdaleの苦悩は並たいていの

苦悩ではない。“Adultery,，という罪を犯した悔悟の苦悶だけでなく，自己

を喪失してしまっているかのような「偽善」行為に対する嫌悪感からくる

苦悩なのだ。

しかしながら，実は，Dimmesdaleの悔悟は無駄であった。彼は，罪が二

重にも三重にもなるのを知り，苦悩のうちに身も心も磨り減らすうちに，

。
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身体を清めるつもりでくる夜もくる夜も厳しく苦行を行う。血に染まった

鞭で肩を打つのだ（100)。DennisFosterが"Dimmesdale，spenance
effectivelyfunctionsasarepetitionofthesinhewouldtranscend."と指

摘しているが,‘付け加えていうと，DimmesdaIeの自虐的行為は，自己満

足に過ぎない印象を与える。なぜなら，真暗闇の中で苦行を行うとき，彼

は鏡に顔を写しながら鞭をあてるからである。苦しみに耐える様相を見な

がら繊侮をする行為は，真夜中に処刑台の上に立つ行為(101）と同じく無
駄な行為である。

Dimmesdaleが少しの間でも安らぎを得ようとして，夜中に処刑台の上

に立つ。語り手がそのことを"vainshowofexpiation”（102）といってい

る通り，其の罪滅ぼしの行為になっていない。JohnEBeckerは，“The

PuritanwoT1dsleeps･Ｔｈｅｒｉｔｕａｌｉｓｅｍｐｔｙｂｅｃａｕｓｅｉｔｉｓsecret,anda

ritualmustbesocialtobeatal1.,,゜と言って，Dimmesdaleの罪滅ぼし

の行為が無駄である理由を明確にしている。一人だけでひっそりと罪滅ぼ

しをやってみても､その効果はないのは,Dimmesdaleの罪の意識は人びと

を偽っているという気持ちから起こっているので，一人だけの苦行は究極
の解決に繋がらないのだ。

では｡Dimmesdaleはなぜ,秘密においてでしか罪の告白をできないのだ

ろうか。他人に真相が知れるのが怖いからである。その恐怖心が，際だっ

て表れている部分が三箇所ある。第12章で，Dimmesdaleは，人々が寝静

まっている時,処刑台の上に立つが,宇宙が彼の心臓の真上にある"asca｢・

lettoken',（102）を凝視しているような恐怖に圧倒されてしまい，叫び声

をあげる｡その直後のDimmesdaleの言葉は"Itisdone？Thewholetown

wi11awake,andhurryforth,andfindmehere10,（102）であった。顔を

手で覆って咳く彼の姿は,臆病な弱々しい姿である。「ここでみつかってし

まう！」という言葉は，彼が罪人であることを知られたくない気持ちの強

い表れで,語り手は，Dimmesdaleの心にあるこの臆病さについて，次のよ
うに語っている。

ＨｅｈａｄｂｅｅｎｄｒｉｖｅｎｈｉｔｈｅｒｂｙｔｈｅｉｍｐｕlseofthatRemorsewhich

doggedhimeverywhere，andwhoseownsisterandcloselylinked

companionwasthatCowardicewhichinvariabledrewhimback，

withhertremulousgripe,justwhentheotherimpulsehadhurried
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himtothevergeofadisclosurePoor,miserableman1（101）

Dimmesdaleの臆病さは何に対する臆病さかというと，彼を牧師として敬

い慕う人々に真相が知れることに対する臆病さであり。もし知れたらどう

なるかという恐怖から生じている。

Dimmesdaleの恐怖が同じように表れているのが，処刑台の上でPearl

の手を握った後の箇所においてである．Pearlの手を握った瞬間,Ｄｉｍｍｅｓ

ｄａｌｅには新しい生命力が注ぎ込まれ，彼とPearl，Hester三人は"anelec

tricchain,，（105）で繋がれているような一体感を，DimmesdaIeは経験す

る。しかし，Pearlが，あくる日の昼間に処刑台に立ってくるかと尋ねる

と,Dimmesdaleの胸には,人びとに暴露することへの恐怖の気持ちがよみ

がえったのである。娘の手によって注ぎ込まれた生命力は奔流のように

Dimmesdaleの血管を駆け巡るが，よみがえってきた恐怖心を打ち負かす

ことはできない。それほど，真相告白に対する恐れは強く，語り手が述べ

ている?ように，まさにその恐れは，Dimmesdaleの苦しみそのものでも

あった。

さらに,DimmesdaleはHesterには,人びとに知れることへの恐怖心を

伝える。森の中でPearlが近寄ってくる姿を見て，不安そうに微笑みを浮

かべながら，“…Methought--OHester,whatathoughtisthat,and

howterribletodreadit1-thatmyownfeatureswerepartlyrepeated

inherface,andsostrikinglythattheworIdmightseethem….”（140）

と言う。Pearlの顔にDimmesdaleの特徴が表れていることを普通の親な

ら喜ぶべきことなのだが，悲壮なことに，彼には喜ぶ気持ちより先に，怯

える気持ちが先行してしまう。ここで問題にしたいのは，子供の顔が親の

顔立ちに似ている事実を，Ｄｉｍｍｅｓｄａｌｅは心から素直に喜べないような状

況にあるという悲劇的な結果である｡Dimmesdaleの心理的不安や,とまど

い,悔恨の気持ちなどを通して,Ｈａｗｔｈｏｍｅは,ひとつの罪が波及する様々

な暗い結末を，たとえ些細なことであろうと，私たちに伝えている。Haw．

tｈｏｍｅはTlIcSCﾛｧﾙﾉＬｃｊ蛇γにおいて，“adultery"を取り扱っているので，

その波及がさらに複雑になっている。Hesterの夫，ChilIingworthの復讐

や，Hesterの孤独な生きざま，Dimmesdaleの職業的立場上の葛藤や苦悩

などがその例である。登場人物の各々の個性や信条や立場が絡んで，場合

によっては,強い葛藤が個々の胸の内に生じる｡－JackTharpがT111e

陛乙．
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Ｓｍ池ｔＬｅ雄γのstoryについて，“Thestoryissomehowtimelessyet

notbecauseadu1teryiseverywhereaｃｒｉｍｅbutbecausetheconflictof

suchfo｢cesasarerepresentedin7ルＳｍ池ｊＬｅ蛇γwouldbeactive

anywhere・''８と指摘しているように，ゴルＳｍ滋ｉＬｅ旋丁は，単に"adul‐

tery"という罪だけを問題としているのではなく，そこから生じる様々な苦

悩,葛藤,悪,美徳を問題にしているのである。Dimmesdaleに目を向けて

きたが，次に，Hesterの苦しみや考え方をみることによって，それらの諸

問題を明らかにしていこう。

Ⅲ

HesteTは背が高く，完壁な優雅さをたたえた美しい女性である。ふさふ

さした黒い髪は生命力に溢れている印象を，潤沢な顔色は知識が豊富であ

る印象を与えている｡語り手はHesterのたたずまいについて,次のように

述べている。

Shewaslady-like，too，after，themannerofthefeminine

gentilitｙｏｆｔｈｏｓｅｄａｙｓ:characterizedbyacertainstateanddig

nity，ratherthanbythedelicate，evanescent，andindescribabIe

gTace,whichisnowrecognizedasitsindication．（39）

Hesterのもつ"acertainstateanddignity"はこの作品を通じて，彼女の

行動の源を説明する特徴であるし，悲劇の主人公になりうる特徴である。

ピューリタンが初めて彼女を目にしたとき，頭に描いていた暗い姿と，光

り輝く実際の姿との相違に驚くのは，彼女がある種の威厳を備えていたか

らなのだ。

この威厳をさらに強める効果をもつのが,Hesterの胸についている"Ａ”

である。彼女を知っている者までが,“Ａ,,をつけた彼女を見て，彼女を初め

て目にするかのような印象を受ける（40）ほど，“Ａ"が与える効果は大き

い。その具体的な効果は，彼女が大罪を犯した女であるという観念を人々

に与える効果であり，艶やかな知覚的効果である。Hesterが自分の手で念

入りに金糸で刺繍をほどこしているのだが，語り手が"…whichwasofa

splendorinaccordancｅｗｉｔｈｔｈｅｔａｓｔｅｏｆｔｈｅａｇｅ，ｂｕｔ画eatlybeyond

whatwasaUowedbytbesumptuaryreguIationsofthecolony.，,（39）
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と述べるとき，ひとつの疑問が生じる。倹約質素な生活を行うピューリタ

ン社会で,限度を越えるほど賛沢な装飾を,HesterがＡの文字にほどこす

のはなぜだろうか。ＮｉｎａＢａｙｍは，Hesterが"anartistD，であることを指

摘して，“Bymakingtheletterbeautiful,Hesterisdenyingitsliteral

meaningandtherebysubvertingtheintentionofthemagistrateswho

condemnhertowearit."と言っている’ように，社会の強制的規範を打

破しようとする意志が,"Ａ"に表れていると考えられる。しかし,Hesterが

森の中でDimmesdaleに騒ぐ言葉，“Whatwedidhadaconsecrationof

itsown.…，'（133）を重視すると，Hesterの"Ａ"は自分が犯した罪に対す

る考えの表れであるのだ。また，７年ぶりに打ち解けてDimmesdaleと話

をしようとするとき，Hesterは"ATthurDimmesdaIe"と二度も呼びかけ

ている（129)のに注目すると，Hesterの"Ａ"の美しさは，Dimmesdaleへ

の尊敬の念の表れであり,愛情のしるしでもある｡Pearlを慈しむ気持ちか

ら，華麗な衣装を着せるのと同様に，Hesterは彼女の手で"Ａ１，を創りあげ

ているというわけだ。

しかし，いくら美しく刺繍をほどこして"Ａ',に彼女の一種の誇りのよう

な感情を投じても，ピューリタンには伝わらず,彼らの目には"adultery0,の

Ａ，恥辱のしるしとして映る。その視覚的影響度は，Hesterを予想以上に

苦しめることになる。皮肉にも，Pearlが生まれて初めて気づいたものは，

母親の微笑みではなく，母親の胸についた"thescarletletter，'であった

（67)。その衝撃的事実が，計り知れない苦悩をHesterに与えた様子を，

語り手は以下のように語っている。
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ｏｎｅｄａｙ,ａshermotherstoopedoverthecradle,theinfant,ｓｅｙｅｓ

ｈａｄｂｅｅｎｃａｕｇｈｔｂｙｔｈｅｇｌｉｍｍｅｒingofthegoldembroideryabout

theletter；andputtingupherlittlehand,ｓｈｅ画aspedatit,smiling，

notdoubtfully,butwithadecidedgleamthatgaveherfacethelook

ofmucholderchild・Then,gaspingforbreath,didHesterPrynne

cIutchthefataltokenDinstinctivelyendeavourinｇｔｏｔｅａｒｉｔａｗａｙ；

soinhnitewasthetortureinHictedbytheintelligenttouchof

Pearl，sbaby-hand．（67）

Pearlの存在そのものが，Hesterの罪の証しであるのに，まだ赤ん坊の
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Pearlが光る"Ａ'，の文字に興味をもち手を触れようとする。Hesterにとっ

ては，他の人々が"Ａ"に対してもつ好奇心以上に，「罪」という拒絶するこ

とのできない事実を突きつけられることになるのだ。ここで喚起されるこ

とは，Hesterにとっては，Pearlの存在と，“thescarIetIetter"の二つが

現実であったという事実である。（…sheturnedhereyesdownwardat

thescarIetletter,andeventoucheditwithherfinger,toassureherseIf

themfantandthesｈａｍｅｗｅｒｅｒｅａＬＹｅｓ１－ｔｈｅｓｅｗｅｒｅｈｅｒreal･

ities….）（43)Dimmesdaleの苦しみは，罪を犯したことに対する悔悟の

念と，人に知られたくない恐怖から生じた偽善の罪に対する苦しみである

一方，Hesterの苦しみは，罪の証しである二つの存在から逃れられない苦

しみである。Hawthomeは，両者の苦悩を通して，罪を犯すことの善悪に

ついてを問題にしているというよりは，罪を犯した事実が及ぼす絶対的影

響力がいかに強いものかを私たちに語っているのだ。

Hesterの苦悩は,処刑台の上で人びとのさらしものになった時から始ま

るが，その後の生活はさらに厳しい苦悩を彼女に負わせる。なぜなら．

Hesterには悲しみを越えることのできる将来はないからである。（The

daysofthefar・offfuturewouIdtoilonward,stillwitbthesameburden

forherｔｏｔａｋｅｕｐ,andbearalongwithher,ｂｕｔｎｅｖｅｒｔｏＨｉｎｇｄｏｗｎ；for

theaccumuIatingdaysandaddedyears,wouldpileuptheirmiseryupon

theheａｐｏｆｓｈａｍｅ（55).)このような，時の経過が恥辱を重ねるだけの効

力しかもたない悲惨な状況のもとでも，Hesterは実に忍耐強く生きる努力

をする。苦悩の結果聖人のような清らかさが，自分に備わるだろうことを

信じて，針仕事に従事して人びとに奉仕するのである(57)。Hesterの"the

scar】etIetter"に，彼女が手先が器用であることが表されているが,針仕事

をするという姿は，ただ単に彼女が生まれつきもつ美しいものを好む性質

や（59)，針を扱う上での手際の良さという才だけを強調するのではない。

一針一針縫う作業は根気が必要であり，精神的集中力も要る。何か他のこ

とをしながらできることではないし，目を絶えず－箇所に向けなければな

らない。先の尖った細い針を扱うには，手の器用さも必要であるが，何よ

りもその作業を好まなければならない。Heste｢が針仕事を好み，人里離れ

た家で－針一針縫うことに時間をかける姿を思うと，彼女の言うに言われ

ぬ胸の内の苦悩を知ることができるのではないだろうか。と同時に，彼女

の独創性や特徴を唯一表現できるものは，針仕噸から仕上がる作品なのだ。
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語り手が，“ToHeste｢Prynne,itmighthavebeenamodeofexpTessing，

andthereforesoothing,thepassionofherIife,，,(59）と言うとき，Hester

の胸のうちに秘められた燗熱を知ることができ，情熱を沈めようとする

Hesterに悲哀を感じざるを得ない。また，花嫁衣装の白いヴェールを刺繍

するのにHeste｢の技術が求められなかったという記録は（58)，彼女が罪

人として容赦なく罰せられている状況を説明している。白いヴェールに自

分の芸術性を生かすことができないとは、女性として生まれたHesterに

とってやはり辛いことである。この事柄を通して，語り手は社会の規制の

厳しさを語っているが(59)，Hawthomeは"adultery0,という罪がもつ汚れ

たイメジを言及している。

しかし，Hesterの生活を通してHawthomeが重要としていることは，

罪を犯した人間を襲う悪魔のような誘惑と闘う苦悩である。Hesterは，

"thescarletletter"のために他人の胸に潜む隠れた罪を知ることのできる

新たな感覚が与えられたような気がしてぞっとする。
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ShewasterTor-stTickenbytherevelationsthatwerethusmade・

Whatwerethey？Couldtheybeotherthantheinsidiouswhispers

ofbadangeLwhowouldfainhavepersuadedthestruggling

woman,ａｓｙｅｔｏｎｌｙｈａＩｆｈｉｓｖｉｃｔｉｍ,thattheoutwardguiseofpurity

wasｂｕｔａＩｉｅ，ａｎｄthat，ｉｆｔｒｕｔｈｗｅｒｅｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅｔｏｂｅshown，a

scarletletterwouldbIazeforthonmanyabosombesidesHester

Pryｍｅ，s？（61）

Hesterはこのような自分の内側から起こる誘惑と闘わなければならない。

他からくる誘惑，例えばMistressHibbinsの言葉などよりもHesterに

とって恐ろしい誘惑である。なぜなら，それは心理的な葛藤であるからだ。

"…HesterPrynneyetstruggledtobelievethatnofellow､mortalwas

guiltylikeherself'，（61）とあるように，Hesterは忍び寄る悪魔の誘惑に

勝つよう奮闘する｡他人への疑いを排除しようとするHesterの強さは,彼

女が完全に堕落してしまうことを防いでいる。ここで注目すべきことは，

罪を犯した人間をさらにおとしめる危険性の存在を,Hawthorneは伝えて

いるということだ。Hesterは自分が罪を犯したからこそ，ますます他の人

びとの胸にも表に明らかにされていない罪があるのではないかという感覚
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に､&われるのだ。

H１

DimmesdaIeとHesterの苦悩の過程において共通して言えることは，
彼らが個々の信条を阻むような攻撃を受けたときに発揮できる強さをもっ

ていることだ。Dimmesdaleは，悩むあまりに健康を失うが。ErnestSan

deenが指摘しているように強い個性をもつ人間だ｡IoDimmesdaleは普段
は穏やかな気質であるが,Chillingworthが"Soul"までも診断しようとする
と，激しく拒絶して叫ぶ。

Ｎｏｔｔｏｔｈｅｅ１Ｂｕｔ,ifitbethesoursdesease,ｔｈｅｎｄｏｌｃｏｍｍｉｔ

ｍｙｓｅｌｆｔｏｔｈｅｏｎｅＰｈｙsicianofthesouI1He，ifitstandwithhis

goodpleasure,ｃａｎｃｕｒｅ；ｏｒｈｅｃａｎｋｉｌＬ…Ｂｕｔｗｈｏａｒｔｔｈｏｕ,that
meddlestinthismatter?－thatdaresthrusthimselfbetweenthe

suIfererandhisGod？（94）

Dimmesdaleの断固たる言葉には，神が唯一人間の魂の病みを治す力をも

ち，人間は神の加護のもとに存在するという信仰に満ちている。Chilling、
worthのように執勘に魂までにも侵入する行為は，Dimmesdaleにとって

は神を冒とくする行為であり，許すことはできないのだ。Ｄｉｍｍｅｓｄａｌｅは，
森の中でHesterと話をするまでこの力強い信仰心を保持することによっ

て，迷路の中をさまようように悩みながらも自己を支えているわけである。
Hesterの強さは,彼女にとって唯一の宝であるPearlが引き離されそう

になったとき，叫ぶ言葉，“Godgavemethechild!…Sheismyhappi、
ness1-sheismytorture,nonetheless1…Yeshallnottakeher1I

wilIdiefirst."(78)に見い出される。Hesterはすべての代償として，Pearl
を得たので，Pearlを奪われたら生きる望みなどなくなるのだ。大切な

Pearlと生きることを死守するために，HesteTは罪人という身でありなが

ら，役人に訴える。Hesterの強さは，子供に対する愛情の深さから生じて
いる。“Sheismytorture1,には，Pearlの存在は"Ａ，'よりもHesterにとっ

て罪を犯したことへの苦しみを与えるという気持ちが込められているだろ
う。

Hesterが愛情をもつのは，Pearlに対してだけではなく，Dimmesdale
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に対してもそうである。Hesterは，Dimmesdaleが神経的にすっかり不健

康になっているのを目にしてChillingworthの復讐を止めさせようと説得

するが，その内容は，暗い迷路をDimmesdale,Chillingworth,そして自分

がさまよっていることを知ったHesterが何とかしようと思う気持ちから

ほとばしりでる感情そのものである。
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Forgive1andleavehisfurtherretributiontothePowerthat

claimsit1Isaid,ｂｕｔｎｏｗ,ｔｈａｔｔｈｅｒｅｃｏｕｌｄｂｅｎｏｇｏｏｄｅｖｅｎｔｆｏｒ

ｈｉｍ，ｏｒｔｈｅｅ，ｏｒｍｅ,whoarewanderingtogetherinthisgloomy

mazeofevil,andstumbIing,ateverystep,overtheguiltwherewith

wehavestrewnourpath（119）
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Hesterは自分が裏切った相手に向かって，許すことを頼んでいるのだ。こ

のHesterの言葉には，Hawthorneがこれまでに何度か示唆してきた罪の

強大な影響力の結果が明瞭に言い表されている。「陰諺な悪から成る迷宮」

の中で，－歩ごとに蹟きながらさまよう悲劇が７池ＳｍγｌｅｊＬｅｊ蛇γにおけ

る悲劇のうちの一つなのである。

復讐に燃えるChillingworthは，“LettheblackHowerblossomasit

may!,,（119）と言ってHesterの見解にとりあわない。Hesterに裏切ら

れ，復讐相手を人形のように操り，苦しめることのみに職業を行使する彼

の言葉は,悪魔を思わせる。Chillingworthの眼からきらめき出る一筋の光

が，地獄の戸口卿から発する火のきらめきのようである（89）ことに注目

すれば，ChiUingworthは復讐を決意したときから，地獄に落ちた悪魔と

なってしまったのだ。しかしながら，ChiIlingworthを"TheUnpardonable
いそ

Sin"を犯した極悪の人物としてとらえるよりも，ここでは，偉業Iこ勤しみ

長年研究に尽くしてきた人間が，その研究成果と経験を，復讐手段のみに

利用する人間に堕落してしまった人物としてとらえたい。なぜなら，罪が

生み出す絶大な影響力を悲惨に被った人物だからである。Hesterと

Dimmesdaleが犯した罪が,皮肉にもChillingworthの"warmaffections0，

（89）が欠落した人間性と結びついたことによって，復讐の悪魔さながら

の人物を生み出してしまったと悲しい結果はｍＢＳｍ池'Ｌｅ/にγにおける

悲劇性をより高めている。

HesterはChillingworthに突き放された後,森の中でDimmesdaleと会
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う。二人が手をしっかり握り合って座る様子を，語り手は以下のように語

る。

Lifehadneverbmughtthemagloomierhouriitwasthepoint

whithertheirpathwayhadsolongbeentending,anddarkeneveT，

ａｓｉｔｓｔｏ１ｅａｌｏｎｇｉ－ａｎｄｙｅｔｉｔｉｎclosedachamuthatmadethem

lingeruponit,andclaimanother,andanother,andDafteralL

anothermoment．（133）

二人を包む雰囲気は，まさに悲劇の主人公にふさわしい暗い背景をかもし

だしている。“ａｃｈａｒｍ"にしがみつき離れられない二人は，７年前も同じ

であっただろう。お互いの魅力に引かれ，魔力にかかり二人は罪を犯した

のである。少しの瞬間でも長く一緒にいたいという悩熱が，悪の誘惑に負

けてしまったと想像すると，ＴｌｌｅＳｍ化ｌＬｅＺ舵γの悲劇は，“story"が始ま
る以前に始まっていたことになる。愛し合いながらも，尋常な恋愛過程を

歩めないという悲劇である。しかし，その悲劇はｍｃＳｒｍｆＢ/Lelteγにお

ける其の悲劇ではない。真の悲劇は最後のDimmesdaleの英雄的告白から

生じる悲劇なのだ。

Dimmesdaleが最後に人びとに告白する行為について,RandaUStewar.

ｔは「Hawthorneにとって公理ともいうべきは葛藤と苦悶のないところに

徳性はないということである。ただ大きな苦悶のみが牧師の偉大な英雄的

行為を説明できるのであり，この闘いの偉大さは彼ぎりぎりの絶望から生

じてきたのだ」と述べている!’ように，Dimmesdaleは何度も罪を犯しな

がらも結果的には堂々と人びとに告白をする。その告白は，彼が悩み，本

当に自分の罪を記めたからできたのであり，聖人のように思われている印

象を消したくないという"pride"から生じる恐怖に打ち勝つことができた
からこその告白である。

しかし,DimmesdaIeがその偉大な行為を発揮できたのは,死の直前であ

る。彼はHesterと森の中で会う時は,神が与えた自分の場所を去りたくな

いと言いながらも（135）結局はHesterと共に土地を逃げ出すことを決心

してしまう。Hesterと会うまでに僧仰を貫き通す確信とその偉大さを信じ

ることはできなかったのである。彼は，死ぬ寸前にHesterに"Isnotthis

better…thanwhatwedreamedofintheforest?”（171）と咳くが，７
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年もの間恥辱を忍びながらもDimmesdaleとの永遠の愛を望みながら生

きてきたHesterにはその時はDimmesdaleの言葉にある真実を理解する

ことができない。“Ｉｋｎｏｗｎｏｔ１…Better？Ｙｅａ；ｓｏｗｅｍａｙｂｏｔｈｄｉｅ，

andIittlePearldiewithus1”（171）というHesterの言葉に対してＤｉｍ・

mesdaleは自分たちが犯した罪だけのことを考えるように返事をするが，

二人の望みとその結果の思考がこのようにまったく相迎があり，地上にお

いてはお互いに明瞭に同意し合う時間がなかった。Dimmesdaleが真の信

仰に目覚めるには,Hesterと共に逃げ出すことを決心するという堕落を経

験しなければならなかったのだが，その堕落の影轡力は，これまで述べて

きた罪が生み出す影瀞力の中でも最も強固で恐ろしいものである。mc

SbmBletLe蛇γが，“ataleofhumanfraiItyandsorrow,,（36）であるこ

とに重点をおくと，般後の最後までDimmesdaleとHesterは違った苦悩

の過程を孤独に歩まねばならないが，Dimmesdaleが最終的に信仰を貫く

ことができたのはHesterの思惑とは違った行為があったからこそであっ

たということに、②ＳｍブルノＬ9旗γの悲劇性があるのである。Hesterは

Dimmesdaleの罪までを一手に背負うかのように"Ａ''とともに生き抜くが，

Dimmesdaleが処刑台の上で告白して初めて，真に罪への餓悔をしながら

生きることができる。二人が長年苦悩の果てに到達した地点は，栄光にあ

ふれるものの，“adu1tery，,という罪が及ぼす影響力は凄まじいので，Hes・

terの墓標（178）にまで，その陰篭さは趣いているのである。
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１テキストにはONathanieIHawthome，T111cSmγ他ＩＬＧ/“edSeymourGross」

ScuIIeyBrandley，RichmondCroomBeaty，andHudsonLong，３ｒｄｅｄ．（New

York:ＮＣ武0,,1988)を使用した。以下,T1bBStmlblLe"erからの引用はすべてこの

版により、本文に頁数を記す。

２柳生団。「英米文学にみる現代人の意識の変容」（ヨルダン出版社，l985L44o

3NinaBaymはｍｅｓ、池ＩＬｅ雌「gＡＲｐｍｍｇ（Boston:Twayne,1986）におい

て以下のように述べている。

HedoesconfesspubliclytimeaftertimeDbutalwaysinasymbolｉｃｌａｎｇｕａｇｅ

ｔｈａｔｈｅｋｎｏｗｓｗｉｌｌｂｅｍisumderstood，Oneachsuchoccasionheenjoysthe

CombinedreliefofventingthetrutｈｗｈｉＩｅｓｔａｖｉｎｇｏｌｆａｎｉ両eversibleselfesti・

mate.…ThehypocrisyinwhichheisinvoIvedohowever,alienateshimfromhis

owngoodness．（69）
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４口パートＥ，スピラー，「アメリカ文学の展開｣，吉武好孝，待烏又喜訳（北星堂杏

店，1963)，９４．

５コルＳａＪ雄ｊＬｅｌ豚,427.DennisFosterはDimmesdaleの苦行について，以下のよ

うに述べている。

Ｈｉｓｅｍｐｌｏｙｍｅｎｔｏｆａ･Obloodyscourge”inthefashionofCatholicsdoesnot

chastenhisHesh(theritualdoesnothaveitspropersigTuificancetoanon､Catholic）

butmerelydrawshisattentiontohisbodyinguiltypleasuTeoandfastingmakes

hiskneesshake,mimickingthepalsyofpassi０，．

６ＪｏｈｎＥ･Becker，HtF"ﾉﾘio1wbHHslolimノＡｌｌＥｇＤ汀：Ａ〃＆m1Eimlimtq／Ｔ７ｉｅ

Ａ加eｱﾌﾞと回れ⑰瀦嘩"“(ＮｅｗＹｏｒｋ:Kennikat,1971),118.
Ｊ

７O0Nay；notsoDmylittlePearl1DDansweredtheminister；fOrDwiththeneweneTgy

ofthemoment,al1thedreadofpublicexposuTe,thathadsolongbeentheanguish

ofhｉｓｌｉに,hadretumeduponhim.…(１０５）

８ＪａｃｋＴｈａｍ，ｊＷｌｉａ"ibl雄zutllDnucJjublT"ＩＤノα"dKbDowlも[１２℃（CarbondaIe：

SouthemIllinoisUP,1967Ⅲ１０８．

９ＮｉｎａＢａｙｍ,ｍｅｓ）画カビq／Hbwjh0melsa"c八London:ComelIUP,1976),131

-132.

10ｍｅＳｂｚｚ「lbjLe娩彪353．

ＦｍＰｓｔＳａｒｌｄ産回はＤｉｍｍｅｓｄａｌｅの個性の強さについて以下のように指摘している。

YetdespitehisphysicaMrailtytheimpressionheconveysthroughoutthenoveI

isthatofamanofexceptionallypoweIfulcharacterandpeIsonality、

１１語り手が。O0Bunyan，sawfuldoor･ｗａｙｉｎｔｈｅｈｉｌｌ･side”（89）と言うのはJohn

BunyanのＴ１ｈ２ｍｇｍりｏｂＰｍｇ7℃ssの以下の文章によって「地獄への戸口」を指す。

ＴｈｅｙlookeninthereforeoandsawthatwithinitwasverydarkDandsmoky；

theyalsothoughtthattheyhea『dtherealumbTingnoiseasoffiTeoandacTyof

sometormented1andthattheysmeltthescentofBnmstone.…ＴｈｉｓｉｓａＢｙ－ｗａｙ

ｔｏＨｅＵ…．（JohnBunyan,Ｃ施蛇Ａ６”"dib0gio腕ｅＣｌｉ”ＴＳＨ獅蛎“dT1he

PVZg輝ｂＰｍｇ７頓ssﾉｳmDtlAfsHb池ｊｏｌ他j8ujIjbhjSj0m“ｅｄ、RogerShaITock

（London:OxfordUP,l966L237-38.）

１２ランダル・スチュアート．「アメリカ文学とキリスト教｣，刈田元司奴（北ZUI堂轡店，

1958)。
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－遊びとHuckleberryFinn-
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SYNOPSIS

Whenweconsider77beAdzwnujqesq／７bmSmUyeγａｓａｐｌａｙ－ｗｏＴｌｄｉｎ

ｗｈｉｃｈＴｏｍａｎｄｈｉｓｇangplayaccordingtorules,Tomisthecenterof

theworld・Hemakesrulesforwhitewashing,ａｎｄｔｕｍｓｉｔｉｎｔｏｐｌａｙ・

Ｈｅ,asthecenteroftheplay-world,foUowstherulesandmakesthe

otherboysobeythemOntheotherhamd,HuckleberryFinnisignorant

oftheplayingrulesandhisigHDorancepreventsHuckFinnfrompar・

ticipatinginTom1splay-world・Furthermore1HuckFinnposesa

queｓｔｉｏｎｔｏＴｏｍ，spIayworldintheJackson,slsIandepisode，and

convulsesTom,sworld・Inthisrespect，ＨｕｃｋＦｉｎｎｉｓａｓｐｏｉｌｓｐｏｒｔｉｎ

Ｔｏｍ,splay､worldMarkTwaindiscoversHuck，sroleasaspoilsport

inthemiddleofthisnovel,andhisdiscoveryleadsto77iｅＡａｚｗｚｌｗ恋

〃ﾉｯｶUU%Mb6e”ＦＹ""．

ＨｅｎｒｙＳｍｙｔｈはｺﾞｿieAdUe"伽愁ｑ／乃加Stz2Uye八以下Ｔｂ腕)におけ

るHuckleberryFinnのもつ意味に関して，MarkTwainがＨｕｃｋの存在

の重要性に気づいたのはこの小説の終り近くになってからだと述べている。

Ｈｕｃｋは７b加の第29章でInjunJoeのtheWidowDougIas襲撃計画を知

り，それをMrJonesに知らせに行くが，Smythはこれを"his[Huck,s］

lirstsignificantact',と見なしている｡、そしてこの時点でＭａｒｋＴｗａｉｎは

Ｈｕｃｋの言動と働きの亟要性に気がついたという。確かにこの時のＨｕｃｋ

の行動はそれまでの彼の行動からは理解しにくい面をもっている。例えば，

Ｈｕｃｋは自分から行動を起こす性格の少年ではなく，しかも彼が今までに

他人の役に立つようなことを一度もしなかったので，第29章での彼の突然

とも思える自主的行動は納得しがたいものであろう。しかしそれにしても，

Ｈｕｃｋの存在のⅢ要性にMarkTwainが気がついたのが第29章というの
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ＩまあまDにも遅すぎるのではないだろうか。加えてＳｍｙｔｈにはこの小説
を大人対子供という対立関係の点からＨｕｃｋの存在の意味を解こうとす
る意図がある。勿論この小説が大人の世界と少年の世界とが対立するもの
だという議論はすでにＳｍｙｔｈを含めて何人かが指摘している。だがＨｕｃｋ
はあくまで子供なのであり,Ｔｏｍを中心とした子供たちの世界の中の人物
として描かれている。ここで我われはもう一度Ｈｕｃｋを少年の世界に戻し
て，Ｈｕｃｋが少年たちの中でどのような役割をしているかを再考してみる
必要がある。それによってＨｕｃｋの存在の重要性がこの小説のどの時点で
ＭａｒｋＴｗａｉｎに意識されだしたかが明らかになるであろう。
ところで，ＭａｒｋＴｗａｉｎは初期の旅行記の中で物事の本質を見抜く視点

を提示している。例えば，Ｔ１ｂｃＤ９"OCC"ｋｓＡ６"α‘では，普通の旅行記に
は書かれていない新しい視点を示している｡２Ｔｗａｉｎはヨーロッパやエジ
プトの文化と人びとを認刺し，同時に旧大陸のあらゆるものをありがた
がって受け入れようとするアメリカ人をも認刺する｡ｓ彼の調刺は,物事の
上辺だけしか見ない人びとに対する調刺であり，認刺という手段によって
物事の本質を明らかにしている.飛弾知法氏は，mlIejimOcc"曲Ａｂ扣αｄで
のＭａｒｋＴｗａｉｎの視点を「物の本質を見極めようとする」眼だと述べてい
る｡‘それを伝える手段が認刺であろうと，あるいはより攻撃的な方法であ
ろうとも，MarkTwainは物事の上辺だけを見て満足するのではなく，そ
の本質を明らかにする視点を示している｡．Ｔ此〃"OCC"ｊＳＡ６勿亟におい
て示された物事の本質を明らかにする視点は，刀沈においてはどのよう
に受け継がれ，提示されているのであろうか。この問題もこの小説での
ＨｕｃｋＦｉｎｎの果す役割を考察することで明らかになるであろう。
一方，ＪａｍｅｓＣｏｘはTb加のもとになった作品と言われている"ＡBoy，s

Manuscript,，が劇の形式を取っていることを指摘した上で,Ｔｂ腕の基本的
な構造を劇であると見なしている。彼は，“TomSawyerandhisgang,on
theotherhand，arechildrenatplay-theirworｌｄｉｓａｐＩａｙｗｏｒｌｄｉｎ
ｗｈｉｃｈａｄｕｌｔｒｉｔｕalsof1ove,death,war,andjusticearereenactedin
essentiallyharmlesspattems.'，と主張している｡‘ここで彼の議論を別の
視点から見てみよう｡"play，,という言葉が演劇の意味をもつと同時に,遊び
という意味をももつことから，さらに遊びに関して深い洞察を示している
ホイジンガーとカイヨウとが共に演劇を遊びの－種として捉えていること
から，この小説を遊びという観点から考察してみることが可能である｡？ま
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た,遊びという観点を前面に打ち出していなくとも，CyntbiaGrifTinWolff

はTb加の中での遊びと遊びのルールとについて考察をしている｡ｓＣｏｘ

が提示した演劇としてのこの小説を読み解くことよりも，演劇をも含めた

遊びという観点からの方がこの小説の中で子供たちが繰り広げることをよ

り正しく解釈できるであろう。事実Ｔｏｍを中心とした子供たちの世界を

最も特徴づけているのは,遊びである。Ｔｂ醜は少年たちを中心にした小説

であり，少年を主人公としている以上、この小説は少年たちの遊びを無視

しては考えられない。実際にこの小説には，子供たちの遊ぶ場面が何回も

あり，宝さがしや，洞穴の探検などをも子供たちの遊びとして捉えるなら

ば，この小説はほとんどが子供たちの遊びを語っていると考えられる。

HuckFinnの存在の重要性に作者がどの段階で気づいたかを議論する場

合，まずＨｕｃｋを子供の世界の中で考察すべきであり，ついでこの小説の

子供の世界は遊びの世界であるのだから，Ｈｕｃｋを子供の遊びの世界の中

で捉えなければならない。そうすることによって，Ｓｍｙｔｈの議論に対する

疑問も解決するであろう。

Ｉ

この小説を衝く時に，MarkTwainは大人の世界と子供の世界とを対比

させて密こうとしたと言われている。事実，この小説を大人の世界と子供

の世界との対立関係と見なしている批評家が多い。例えば，Everette

EmerSonは，７b加の中心テーマを大人の世界と子供の世界との対比と考

えて，“Inmanywaysthebookthussuggeststhesuperiorityofboyhood

toadulthCod"と述べている｡,また，LewisLearyも同様の観点から，

"Thisnotionoftheexcel1enceofsimpleinnocence，imaginativeand

irrepressible,andsuperiortoadultmethodsofconfTontingtheworId，

wasonetowhichMarkTwainwouldoftenretum."と主讃している｡叩

大人と子供の世界を対比させて，子供の世界の方が大人の世界に優るこ

とを示す例としては，AuntPollyが無実のＴｏｍを殴る場面が最も良い例

である。AuntPollyはＳｉｄが落とした砂糖入れをＴｏｍが落としたものと

勘違いしてＴｏｍを殴る。そしてＳｉｄが犯人だと判ってもAuntPollyは

Ｔｏｍに謝ろうともせずに，“Ｕｍｆ１Ｗｅｌｌ,youdidn,tgetalickamiss,Ｉ
ｒｅｃｋｏｎＹｏｕｂｅｅｎｉｎｔｏｓｏｍｅｏｔｈｅｒｏwdaciousmischiefwhenlwasn,t

around,ｌｉｋｅenough.''(22)と言う｡'’この場面は大人の世界の不合理さと
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その犠牲になる無実の子供とを典型的に示している｡そしてAuntPolIyは

自分が間違っていることをわかっていながらも，それを口に出せない。一

方。Ｔｏｍは，“Heknewthatinherhearthisauntwasonherkneesto

him,andhewasmoroselygTatMiedbytheconsciousmessofit."(22)と語

られているとおり，AImtPollyの心の中までをも見抜いている。このよう

に，不合理なことをする大人と，その犠牲になりながらも，大人の世界を

厳しい目で見る子供とが対比されている。このようなことから，作者自身

の初期の意図も大人の世界に子供の世界を対比させることによって，子供

の世界を鮮明に，しかも子供の世界の方が大人の世界に優るものとして描

こうとしたものである。

この小説の初期の段階では，大人対子供という抽象的な対比概念ではな

く，より具体的な仕事対遊びという対比概念を語り手は提示している。学

校を休んででも川に泳ぎに行き,友だちと戦争ごっこや冒険をしたいＴｏｍ

と，彼に仕事という罰を与えるAuntPollyとの対比である。Ｔｏｍが塀塗

りをさせられる場面では,Ｔｏｍは泳ぎに行った罰として塀塗りをさせられ

ている。つまり仕事をさせられている。ここに最初にやって来るBen

Rogersは，蒸気船のBigMissouri号の物真似をしながらＴｏｍの前に現

れる。何かの物真似をすることはそれ自体で－つの遊びであり，Ben

RogersがＴｏｍなど少年たちの憧れの的である蒸気船の真似をすること

は，子供たちの中で股も楽しい遊びの一つと考えられる。そしてBen

Rogersが"Ｈｉシｉ１ｙｂＷ'だｕｐａｓｔｕｍｐ,ａin,ｔｙｏｕ１…Hello,oldchap,ｙｏｕ

ｇｏｔｔｏｗｏｒｋ,hey?"(13)とＴｏｍに聞く時。他の少年たちが皆遊びに行く

土暇日の午後に仕事をさせられているＴｏｍの惨めさと，自由に遊びに行

けるBenRogersとが鮮明に対比されている。

ところで，仕事と遊びとの対比関係は，大人の世界と子供の世界との対

比関係と密接に関係している。子供にとっての仕事あるいはしなければな

らないことは，すべて大人が決めたものである。これに対して。この小説

の中の遊びに大人が参加することはない。大人はあくまで，子供たちが繰

り広げることを傍観するだけである。大人によって秩序立てられた世界を

日常世界とするならば，子供たちの遊びの世界は日常世界とはまったく独

立した世界である。この時，仕事対遊びという対比関係は大人の世界対子

供の世界の対比としての意味をもつ。仕事と遊びとの対比は大人の世界と

子供の世界との対比を別の観点から見たものと考えられる。
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しかし全体を通して見た時，この小説は大人の世界と子供の世界とを対

比させて描いたというよりは子供の遊びを描いたと見なす方が正しい。そ

の第一の理由としては，仕事対遊びという対比関係を明示した塀塗りの場

面が結果的に大人の世界と子供の世界を対立させる効果がなかったことが

挙げられる。語り手はこの場面で仕事と遊びとを対比させて，両者の違い

を明示したかったのであろう。だが，語り手は仕事と遊びとを対比するだ

けでなく，BenRogelsの物真似ぶりを次のように克明に描いている。

グ
■

←
の
。
ｐ

一
ヶ
二
」
勺

◇
二
①
』
■

古
？
■
■
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‐
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“Stopher,ｓｉｒ１Ｔｉｎｇ･a･Iing-ling1，,Ｔｂｅｈｅａｄｗａｙｒａｎａｌｍｏｓｔｏｕｔ

ａｎｄｈｅｄｒewupsIowlytowardtheside-walk．

“Shipuptoback1Ting-a-ling-ling!'DHisaTmsstraightenedand
stiffenｅｄｄｏｗｎｈｉｓｓｉｄｅｓ．

“Setherbackonthestabboard1Ting-a-1ing-ling1Chow1

ch・chow-wow1Chow10,Hisrighthand，meantime，describing

statelycircIes,－foritwasrepresentingaforty-footwheeL(13）

これほど生き生きと語り手がBenRogersの真似るBigMissouri号を描

く背景としては，ＭａｒｋＴｗａｉｎ自身の水先案内人としての経験が基礎に

なっていることは間違いない。そしてMarkTwainが郷愁を込めてBen

RogersによるBigMissouri号を描写した時，この小説の一つのテーマで

ある仕事対遊びという対比関係はぼやけてしまったと言わざるをえない。

ＴｏｍとBenRogersとを対比させることによって，言い換えれば，罰とし

て仕事をさせられる少年と遊んでいる少年とを対比させることによって，

大人の支配する日常の世界と子供の遊びの世界とを対比させようとした。

しかし結果的には見事な物真似,すなわち子供の遊びの情景を描くことに

なった。

さらに，Ｔｏｍは塀塗りを巧く免れた後で，仕事を遊びに変える"ｌａｗ,,を

発見する。これにより遊びに対比されるべきものがなくなってしまい，

乃榊は子供の遊びの世界を描いた小説となった。語り手はＴｏｍが遊びと

人間に関して次のような"law''を見出したと述べている｡１２Ｔｏｍが発見し

た"law,,とは，まず遊びは人が手に入れにくいか,あるいは達成しにくいも

のでなければならない。しかも遊びはしなくてもよいことから成る，とい

う。これに対して仕事は人がしなければならないことから成るという。
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ここで語り手は,Ｔｏｍがこの小説の中で果している役割を明らかにして

いる。Ｔｏｍは仕事を遊びに変える能力を持つ少年として描かれている。彼

は仕事から義務を取り除き，その代わりに目の前にある物事について遊び

方を設定することで仕事を遊びに変えてしまう。この能力は日常世界にあ

るものを遊びの世界に引き込む能力である。そしてＴｏｍは仕事を遊びに

変えるだけでなく，日曜学校での聖書の暗唱をも，学校の授業をも遊びに

変えてしまう。さらに、彼はInjunJoeによるDrRobinson殺害事件をも

冒険という遊びに変えてしまう。彼はＨｕｃｋと共に誓約書を作って，まる

で探偵小説さながらにInjunJoeに代表される悪の世界と戦う。Ｔｏｍは，

塀塗りという仕事を遊びに変えたように，日常世界の出来事を日常世界か

ら独立した遊びの世界のものへと変える能力を持っている。つまりこの小

説の初期の段階では大人対子供の対比関係を，遊びたいのに仕事をさせら

れる少年として描こうとした。しかしＴｏｍという少年の機知によって仕

事が遊びに変えられ，大人の世界の秩序の脆さが暴かれ，それと同時に大

人対子供という対比関係も崩壊してしまっている。言い換えれば,Ｔｏｍと

いう視点を用いて，大人対子供の対比関係を明らかにすることが語り手の

初期の意図であったのだが,Ｔｏｍという少年に仕事を遊びに変える能力を

与えた時，語り手の初期の意図は頓挫してしまった。いわば機知に富んだ

Ｔｏｍが大人対子供という対比関係を抜け出して,勝手に冒険を繰り広げた

のがこの小説だと考えられる。

この小説が大人と少年とを対比したのではなく，子供の遊びを中心に描

いた小説である理由の第三番目には，大人の世界と子供の世界とを対比し

た描写がこの小説の初期に集中していることがある。例えば，AuntPoUy

が示したような大人の不合理さを示す出来事はその後ない｡確かに,Becky

の代わりに無実のＴｏｍがMrDobbinsに鞭打たれる場面が第20章にある。

しかしこれはBeckyの代わりに打たれるというＴｏｍのヒロイズムを示

すためのものであり，大人の犠牲になる無実の子供を強調するのが目的で

はない。

もう一つ大人の世界と子供の世界とを対比した描写がこの小説の初期に

集中している例として，良い子供と悪い子供との対比も小説の初期に集中

している｡』s良い子供と悪い子供との対比関係も，大人対子供の対比関係

というテーマに含まれるものである。まずこの対立は，“themodelboy"と

してのWillieMuffersonが登場することによって明示されている。これが

1
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鑿第５章。実際にはそうではないのだが良い子供のふりをしているＳｉｄが印

象深く描かれているのが，第３章である。さらに本当の意味で良い子供で

あるMaryが登場するのが第３章。そしてこれらの人物と正反対に，町中

の大人たちから悪い少年と思われているＨｕｃｋが登場するのが第６章で

ある。WiIIieもＳｉｄもＭａｒｙも，大人によって子供に課せられたことをし

ている。例えば，日HiH学校での聖書の暗唱や，きちんとした服装をするこ

と，母親を大切にすることや，ついでに大人に告げ口もする。彼らはいず

れも大人がしなければならないと考えていることをしている子供である。

このような良い子供に関する記述はこの小説の初期に集中している。

これに加えて,WoIffも７b醜が子供の物語であるとして，“Sincethisis

aboysstory,itisonlyfairtoaskwhataboyinsuchaworldmight

makeofhimself,'と述べている｡u4WolfYが指摘しているように，この小

説に登場する大人たちは名前が明らかにならない場合が多い。この理由を

WolfYは，この小税が女性の世界と子供の世界とを対照して描かれている

ことに求めているが，むしろこの小説の中に描かれた物事があまりに子供

の世界に偏りすぎており，しかも子供の遊びを中心としているために何人

もの大人の名前が明らかにならなかったと考える方が正しい。加えて，

Emersonにせよ，Learyにせよ７b腕において大人の世界と子供の世界と

が対比され，子供の世界の方が大人の世界に優っていると述べているので

あって。この小説で子供の世界が中心になっていないと述べているのでは

ない｡以上のことからMarkTwainはこの作品の初期の段階では大人の世

界と子供の世界とを対比させて描くことを一つのテーマとしており，大人

の世界をＴｏｍという少年の視点を通して描こうとしたが，その後この目

的が頓挫してしまった。勿論，だからと言ってこの小説の価値が下がると

いうのではなく，この小説の真価は子供の遊びの世界を中心に描いたとこ

ろにあるのだ。
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この小説は，子供たちの遊びと大人たちの日常生活とを対比しながらも，

子供たちの遊びを主に描いていた｡Ｔｏｍが子供たちの遊びの中心であるこ

とには疑いの余地はないが，ではＴｏｍは少年たちの遊びの中でどのよう

な役割を担っているのであろうか。まずＴｏｍと遊びとの関係について考

察してみよう。



3８

Ｔ０噸の中で最も注目しなければならない遊びは,RobinHoodの真似を
する遊びである。この遊びを「RobinHood遊び」と呼ぶことにすると，
「RobinHood遊び｣が注目されねばならない理由が二つある｡'５－つはこ
の遊びが刀腕の中で唯一,二回繰り返されていることである。この小説の
中では，例えばダニと遊ぶ場面も，宝探しも，さらにJackson，sIslandで
の冒険も一回しかない。もしも同じ話を二回も繰り返せば，読者が何かを
読み取ると語り手は考えたのではないだろうか。もう一つは，二回の
「RobinHood遊び」の持つ意味が異なっていることだ。まず，それぞれ
の「RobinHood遊び」の参加者が異なっている。一方はＴｏｍとJoe
HarPerとが参加者であり，他方はＴｏｍとＨｕｃｋＦｉｎｎとが参加する。そ
して,Ｔｂ郷をLearyに従って三つの部分から成るとすれば,一方は最初の
部分に，他方は三番目の部分にある｡'．これだけからも二つの「Robin
Hood遊び」に違いがあることは想像できる。では「RobinHood遊び」に
ついて詳しく考察してみよう。

ＴｏｍとJoeHarperとが「RobinHood遊び」をする場合，すなわち一
回目の「RobinHood遊び」をする場合にはこの遊びは順調に遊ばれてい
る。まずJoeはもともとＴｏｍの"bosomfriend"(57)と言われる少年であ
り，Ｔｏｍと同じように学校に通い，同じように冒険好きな少年である。し
かもＴｏｍもＪｏｅも，「RobinHood遊び｣がどういう話か知っている。従っ
てＴｏｍはJoeの吹<トランペットの音を聞いただけですべてがわかり，
二人が「RobinHood遊び」をする時には次のようにうまく遊んでいる。

Ｊｕｓｔｈｅｒｅｔｈｅｂｌａｓｔｏｆａｔｏｙｔｉｎｔｒｕｍｐetcamefaintlydownthe
gTeenaisIesoftheforesLTomIlungoffhisjacketandtrousers，
turnedasuspenderintoabelt,rakedawaysomebrushbehindthe
rottenlog,disclosingarudebowandarrow,ａｌａｔｈｓｗｏｒｄａｎｄａｔｉｎ
ｔｒｕｍｐｅｔａｎｄｉｎａmomenthadseizedthesethingsandbounded
awayDbarelegged,withflutteringshirt、Hepresentlyhaltedunder
agreate]ｍ,blewanansweringblast,andthenbegantotiptoeand
lookwarilyout,thiswayandthat.(66）

このようにJoeが吹<玩具のトランペットの音を聞いただけで，Ｔｏｍは
「RobinHood遊び」のための服装に変装する。彼らの間ではこの遊びを
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する時にはどのような格好をするかだけでなく，どのようにして遊ぶかも

決っている。そして語り手は，彼らの遊びを，詳細にしかも生き生きと描

写した後で，“TheysaidtheywouIdratherbeoutIawsayearinSher‐

woodForestthanPresidentoftheUnitedStatesforever.，'(69)と言う。

これに対してＴｏｍとＨｕｃｋとが「RobinHood遊び」をする時には，

Ｈｕｃｋはこれがどういう遊びなのか知らないので二人は巧く遊べない。少

なくとも語り手は彼ら二人の「RobinHood遊び」をＴｏｍとJoeHarper

とのそれのようには描けなかった｡ＴｏｍとＨｕｃｋの場合には，次のように

ＴｏｍがいきなりRobinHoodのことをＨｕｃｋに尋ねることから始まる。

■

●
●
■
■
子

ら
●
■
■
Ｆ

●
●
●
ロ
●

－
０
１
０
ｄ
ｒ
■
Ｉ
６
Ｊ
ｉ

"…Ｗｅ，lldropthisthingforto-day,ａｎｄplay、DoyouknowRobin

HoodHuck?，,

"Ｎｏ．Who，ｓＨｏｂｉｎＨｏｏｄ?”

`ＷｈｙｈｅｗａｓｏｎｅｏｆｔｈｅｇＴｅａｔｅｓｔｍｅｎｔｈａｔｗａｓｅｖｅｒｉｎＥｎｇｌａｎｄ

－ａｎｄｔｈｅｂｅｓｔ，Ｈｅｗａｓａｒｏｂｂｅｒ.…Ｂｕｔｗｅ,llplayRobinHood

-it，snobIefun・I0Illearnyou."(185）

ＴｏｍがＨｕｃｋと「RobinHood遊び」をするためには，Ｈｕｃｋにすべて教

えてやらねばならない。つまりＴｏｍとＪｏｅHarperはこの遊びのための

ルールを知っているのに対して，Ｈｕｃｋはそれを知らない。そして遊びの

ルールを知らない限り，Ｈｕｃｋは少年たちの仲間に入ることはできない。

この二つの「RobinHood遊び」からまず言えることとして，Ｔｏｍが遊

びのルールを破ることはない｡Ｔｏｍが遊びの世界の中心である以上,彼が

そのルールを破ることはない。ＴｏｍはＨｕｃｋが｢RobinHood遊び」を知

らないからと言ってこの遊びを変えたり，別の遊びをすることはしない。

あくまでＨｕｃｋにルールを教えこんで「RobinHood遊び」をする。また，

「RobinHood遊び」以外でも，ＴｏｍとＪｏｅHarperとが戦争ごっこをす

る場面があるが，これもルールによって限定された遊びである。それぞれ

の軍の大将はＴｏｍとJoe,相互に戦う場所,ずなわち遊びの空間を事前に

決めて，射たれたら死んだふりをして，捕虜を数えて，最後に次の戦争の

ことを取り決めてから解散するというように，まったくルールによって成

り立っている遊びである。そしてＴｏｍは,いずれの場合でも少年たちの遊

びの中心になりたがる性格であるので，彼が遊びのルールを破ることはな



イ０

い◎

二番目に言えることとしては，この二つの「RobinHood遊び」を，こ

れまでは便宜上どちらも遊びと呼んできたが，一方は確かに遊びであるが，

他方は遊びとは言えない。ＴｏｍとＪｏｅとの「RobinHood遊び」が遊びと

しての属性を具えていることに関しては，異論はないであろう。しかし

ＴｏｍとＨｕｃｋとの「RobinHood遊び」は、必ずしも遊びとは言えない。

というのは，遊びはルールを知り，遊び方がわかってから遊びと言えるが，

そこに至る段階は遊びとは考えられない。二回目の「RobinHood遊び」

の場面では，ＴｏｍがＨｕｃｋに対して一方的に教えることになり，Ｈｕｃｋと

しては一方的に学ばされることになる。少なくともＨｕｃｋにとって，これ

は遊びとは言えない。それだからこそ，語り手はＴｏｍとＪｏｅHarperとの

「RobinHood遊び」とは対照的に，ＴｏｍとＨｕｃｋとの「RobinHood遊

び」について，“SotheyplayedRobinHoodaUtheafternoon.…，，(186）

と述べるのみである。むしろ語り手はこれ以上この二人の｢RobinHood遊

び」を語れば，少年たちの遊びの中でＨｕｃｋがもつ遊び以外のものを語ら

せざるを得ないことがわかっていたのであろう。ということは,Ｈｕｃｋは遊

びの中に在りながら，遊びを遊び以外のものにする役目を担わされている

と考えられる。

「RobinHood遊び」に関して，三番目に注目すべきことは，二つの

「RobinHood遊び」の位硬の違いである。先に述べたように，Learyに
よれば，７b加は三つの部分からなり，それぞれの部分で語りの調子も冒険

の種類も異なるという。一方，Emersonは刀獅の成立について，1874年

の夏にMarkTwainが原稿の400ページを過ぎたところで執筆を中断した

理由を，ＴｏｍとＪｏｅHarper，ＨｕｃｋＦｉｎｎの三人をJackson'slslandから

SLPetersburgに帰らせるかどうか迷ったことに求めている｡'，彼の議論

に従えば,少なくとも，乃加は第16章を中心として二つの部分に分けるこ

とができる。Learyの説に従うにしても，Emersonに賛成するにしても，

二つの「RobinHood遊び」は，それぞれ異なった語りの調子の中にあり，

二つの「RobinHood遊び」のもつ意味が異なるのは，この小説の全体的

な流れの点からも明らかである。

また二つの｢RobinHood遊び｣のもつ意味の違いは，それぞれの｢Robin

Hood遊び｣に加わる少年たちの違い,すなわちＪｏｅとＨｕｃｋとの違いと必

然的に一致する。Ｔｏｍの"bosomfTiend,'であるJoeHaTperがＴｏｍの遊
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ぴの相手役を務めるのは第16章以前であって，それ以降はほとんど遊びの

世界の前面には出て来ない。これに対してＨｕｃｋＦｉｎｎは，第10章でInjun

JoeによるDrRobinson殺害事件をＴｏｍと共に目撃してから，Jackson，

slslandでの冒険に参加する。そしてこの後Ｔｏｍの相手役を務めるのは

まったくＨｕｃｋである。このように，Ｔｏｍの遊びの相手役がＪｏｅHarper

からＨｕｃｋＦｉｎｎに交替することは，必然的に二つの「RobinHood遊び」

に異なった意味をもたせることになった。

Ｔｏｍが子供の遊びの世界の中で果している役割は明らかである｡彼は遊

びの中心であり，遊びのルールを守らせる。Ｔｏｍが本に轡いてあることに

こだわるのも，ＨｕｃｋにInjunJoeがDrRobinsonを殺したことを言わな

いようにと誓約轡を醤かせるのも，戦争ごっこですべてを取り決めるのも，

彼が遊びの中心であり，従って彼が遊びのルールを他の少年たちに守らせ

る役目をしているからである。だからこそ「RobinHood遊び」でも彼は

Ｈｕｃｋに対して遊びのルールを教え込む｡そして,塀塗りの場面で明らかに

なったように，彼は仕事を遊びに変える能力をもっている。彼は遊びを創

り出し，それを少年たちに広め，同時に遊びの世界を守る役目を担ってい

る。

これに対してＨｕｃｋは遊びの世界で微妙な立場にいる。そのことを象徴

的に示すのが,誓約醤に彼が醤く印である。Ｔｏｍが秘密を漏らさないため

の誓約書を作り,彼らの冒険という遊びを作り上げて行く時,Ｈｕｃｋは辛う

じてその誓約醤にイニシャルを醤く。1sこの誓約轡をＴｏｍの遊びの世界を

験徴するものとして捉える時，Ｈｕｃｋはなんとかその世界に留まっている。

また，Ｈｕｃｋは遊びのルールを知らないがゆえに少年たちの仲間に入らな

い場合がある。例えば彼はルールによって限定された遊びである戦争ごっ

こには加わっていないし，「RobinHood遊び｣は彼がルールを知らないが

ゆえに巧く遊べない典型的な遊びである。逆にルールが明確でない遊び，

例えば宝探しや冒険にはＨｕｃｋでも参加できる。Ｈｕｃｋが遊びに参加しな

い場合があるということは，彼がＴｏｍを中心とした少年たちの遊びの世

界に対して疑問を投げかけているとも考えられる。このような例を挙げる

だけで，Ｈｕｃｋと遊びとの関係が,Ｔｏｍと遊びとの関係のように単純でな

いことがわかる。次にはＨｕｃｋが遊びの世界に対して明確な疑問を投げか

けている場合を考察してみよう。
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最後にもう一つ遊びの世界でのＴｏｍとＨｕｃｋとの相遮を明確にしてい

る遊びの例を見てみよう。自分たちの英雄について知っていることも，子

供社会では一種の遊びと考えられる。自分が子供社会の英雄的存在に関し

て他の少年より知っていれば，少年たちの前で"showoff"できる。自分が

いかに知っているかを披露することは，競技としての性格をもち，遊びと

しての屈性をもつ。例えばTomとJoeHarper，Huckの三人がJackson's

lsIandで海賊について話をしている時に，ＴｏｍとJoeがいかに自分たち

の英雄について知っているかわかる。彼ら二人は次のように自分が知って

いることを述べることによって，競争をして，遊んでいるのだ。

PresentIyHucksaid：

“Ｗｈａｔｄｏｅｓｐｉ｢ａｔｅｓｈａｖｅｔｏｄｏ?，,

Ｔｏｍｓａｉｄ：

“OhtheyhavejustabuUytim←takeships,andburnthem,ａｎｄ

ｇｅｔｔｈｅｍｏｎｅｙａｎｄｂｕｒｙｉｔｉｎａｗｆｕｌplacesintheirislandwhere

there，sghostsandthingstowatchit,andkilleverybodyintbeships
-ｍａｋｅ，emwalkaplank.，,

“AndtheycalTythewomentotheisland,''ｓａｉｄJoe;"theydon,ｔ
ｋｉＵｔｈｅｗｏｍｅｎ・'’

@ＯＮＯ,”assentedTom，“theydon,tkillthewomen-they，retoo

nobIeAndthewomen'salwaysbeautifUI0too.,，

“Ａｎｄｄｏｎ，ttheywearthebulliestclothes1Oh,ｎｏ１Ａｌｌｇｏｌｄａｎｄ

ｓｉｌｖｅｒａｎｄｄｉ，monds,，'ｓａｉｄJoe,withenthusiasm.(104）
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ＴｏｍとＪｏｅは海賊とは，船を襲って金は取っても女性は殺さないものだ

とか，女性を島に連れて帰り，しかも女性はいつも美しいものだとか，海

賊はきらびやかな服装をしているものだとか，お互いに知識を競い合いな

がら話をしている。海賊についてのこれらの話はたぶん他の人から聞いた

か，あるいは本で読んだものであろう。いずれにせよ，彼ら二人がもって

いる知識は現実の世界からは掛け離れた知識であり，彼ら二人は現実世界

を離れた知識の領域で競い合い，遊んでいるのだ。
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ところで，この遊びの中にはＨｕｃｋの存在はほとんど見当らない。とい

うのはＨｕｃｋは海賊の服装も知らないし，海賊の活躍についても知らな

い。そもそも彼は海賊とはどういう行為をするのかさえ知らない。従って

Ｈｕｃｋはこの遊びに参加していない。

しかしＨｕｃｋがこの小説の中で果している役割という点から考えると，

この部分でのＨｕｃｋはとても大切な役割を演じている。それは遊びの世界

に警告を与える役目である。この場面では，ＴｏｍとJoeHarperとが遊び
の世界に没入している。だが，ＨｕｃｋＦｉｎｎだけはこの子供たちの世界に参

加していない｡それだけに限らず,彼はＴｏｍとＪｏｅとの空想的な話に疑問

を投げかけている。例えばＴｏｍが，“Andahermit,sgottosIeeponthe
hardestplacehecanfind,ａｎｄputsack-clothandashesonhishead.…,，

(103)と言えば，Ｈｕｃｋは，“Whatdoeshe[ahemnit]putsack､clothand

ashesonhisheadfor?，,(103)と言って‘Ｔｏｍに疑問を投げかける。そし

て，彼は隠者の生活がＴｏｍが言うようなものであればそういう生活から

逃げ出したいと言うことで，はっきりとＴｏｍの空想的な話を拒否してい

る。さらに，Joeが海賊はきらびやかな服装をしているものだと言った後

で，Ｈｕｃｋは，“Ireckonlain，tdrEssedfittenforapirate…ｂｕｔＩａｉｎ，t

gotnonebutthese,,(104)と言っている。この言葉もＴｏｍとＪｏｅとの話

をまったく拒否した発言である。ＨｕｃｋはここでＴｏｍらが示す空想的な

遊びの世界を明確に否定し，彼らの空想を無に帰している。

ヨハン・ホイジンガは，遊びに額極的に参加せず，あるいは参加したと

しても遊びの規則を無視するか規則を破る者を遊び破り（ドイツ語では

SpielverderberW英語ではspoilsport)と呼んでいる。彼によれば，遊び破

りは日常世界とはまったく独立した遊びという世界に揺さぶりをかけ，そ

の世界を破壊する者だとして，‘Ｅｒ[Spielverderber]nimmtdemSpieldie
lllusion,ｄｉｅf"/ilsゆ,buchstHblich…erbedrohtdieSpielgemeinshaftin
ihremBestand.，，と言う。',遊びには一定のルールがある。そのルールを

破ったり，無視したりするのが遊び破りである。そしてこの役割を担う者

は，日常世界から時間と空間に関して独立した遊びという世界から幻想を
奪い去って，遊びの世界の脆さを暴きだすという。

HuckleberTyFinnという少年は，遊び破り（spoilsport）である。彼

は，その遊びのルールを知らないことにより，「RobinHood遊び｣を遊び

でないものに変えた。また，遊びのルールを知らないので少年たちの遊び
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に参加しない場合があった。たぶん彼は明確なルールをもつ戦争ごっこに

ついても遊び方を知らなかったであろう。もしも彼が少年たちの遊びのす

べてに加わっていたら，「RobinHood遊び」を遊びでないものにしたよう

に，少年たちの遊びの世界を破壊していたであろう。さらにＨｕｃｋＦｉｎｎ

は，Jackson，slslandで少年たちの話し合いの場面で明らかになったよう

に，ＴｏｍとJoeの空想という遊びの世界に疑問を投げかけ,遊びの世界の

幻想を奪い去っている。ということは,ＨｕｃｋはＴｏｍを中心とした少年た

ちの遊びの世界に揺さぶりをかけ，遊びを遊びでないものに変え，あるい

は遊びの世界を破壊する遊び破りなのである。

MarkTwainはＨｕｃｋのもつ遊び破りとしての重要な意味にすでに第

16章で気づいており，そのためにこの小説の執筆を一時中断せねばならな

かった。Emersonは，MaTkTwainが1874年にTb沈の執簸を中断した理

由を，Ｔｏｍ，Joe，Ｈｕｃｋの三人の少年たちをJackson，slslandからSL

Petersburgに帰すかどうか迷ったからだ，と述べている。しかしこの小説

を少年たちの遊びを中心に描いた小説として読み解く時，Jackson,s

lsIandでの冒険には，少年たちを地理的にどこへ移動させるかという問題

以上の重要な問題がある。すなわち，少年たちの遊びの世界が存続するか

どうか，少年たちの冒険が続けられるかどうかという重大な問題である。

MarkTwain自身この問題に気づいていたからこそ，「RobinHood遊び」

をもう一度使って，二つの「RobinHood遊び」のもつ異なる意味を通し

て，ＨｕｃｋＦｉｎｎの重要性を読者に示そうとした。したがって，Ｓｍｙｔｈが主

張する第29章でMarkTwainがＨｕｃｋの璽要性に気づいたというのは誤

りである。MarkTwainは第16章ですでにＨｕｃｋの重要性に気づいていた

のだ。

一方，MarkTwainが初期の旅行記でのテーマとした，物事の本質に迫

る視点の提示という点から考えると，Ｔｗａｉｎは第16章でＴｏｍに代る新た

な視点を見つけた。この小説は最初の段階では,大人の世界をＴｏｍという

少年の視点を通して描こうとした。そしてこの意図は,ＴｏｍとAuntPolly

とが和解する時までにはすでに頓挫してしまった。それが，今度は，Ｔｏｍ

の遊びの世界の空想性を奪い，その非現実性を暴くことによって，遊びの

世界の本質を見抜くHuckleberTyFinnの視点が第16章で明示されること

になった。Ｔｏｍが何の疑いをももっていない遊びの世界に対して，Ｈｕｃｋ

がその本質に迫る視点を向けていることから，Ｔｏｍの視点よりもＨｕｃｋ
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の視点のほうが物事の本質により深く迫っていると言える。

Ｔｏｍを中心とした遊びの世界の本質に迫るＨｕｃｋの視点は，AdDe"．

”密ｑ／ノヨ、しん6e”ＦＹ"〃（以下ＨｉＵＱｔＦＹｊｚ"）の冒頭へと継承されてい

る。ノYbUchFY”の初めで，ＨｕｃｋＦｉｎｎはTomSawyer，ｓＧａｎｇについて

`Weplayedrobbernowandthenaboutamonth,andthenlresigned…．

Icouldn,tseenop｢oIitinit."と言う｡２０さらに,Ｈｕｃｋが"Sothenljudged

thatallthatstuffwasonlyjustoneofTomSawyeruslies･Ireckoned

hebelievedintheA・rabsandelephants,butasformelthinkdifferent.'，

と首ってＴｏｍとのはっきりとした意見の違いを明らかにする｡2J遊びの

世界の空想性と非現実性を見破り，本質を見抜くＨｕｃｋの視点がfﾉｶｨ鱗

FY”の冒頭へと継承されていることから，ＭａｒｋＴｗａｉｎがいかにこの問

題を重要視していたかわかる。

乃沈は，最初から遊びを大きなテーマとして齋かれた小説である。

MarkTwainは，初期の段階では仕事と遊びを対比させることによって大

人の世界と子供の世界との対比関係を描こうとした。言い換えればＴｏｍ

という視点を通して大人の世界を描こうとした。しかしこの意図は途中で

頓挫し，この時からこの小説の中では遊びが中心となった。勿論遊びの世

界の中心はＴｏｍにほかならない。そしてＨｕｃｋＦｉｎｎもＴｏｍを中心とし

た遊びの世界に部分的に加わっている。しかしこの二人の少年は，遊びと

いう点から決定的に違う性格を持っている。Ｔｏｍは遊びを創り上げて，そ

の世界を守る立場にいる。これに対してＨｕｃｋは，日常世界とは独立した

遊びの世界に揺さぶりをかけ，遊びの世界の空想性を奪ってしまう遊び破

りなのである。Twainはこの作品の中ほど第16章でこれに気づいた。だか

らこそ二回目の「RobinHood遊び」でＴｏｍやＪｏｅHarperとＨｕｃｋとの

違いを明示した。遊び破りとしてのＨｕｃｋの視点はHiu屯ＡＦＹ”の中にも

示されており，その最初に描かれているＴｏｍを初めとする少年たちと

Ｈｕｃｋとの間の不協和音は，乃加の中で遊びの世界を守ろうとするＴｏｍ

とそれを破壊しようとするＨｕｃｋとの対立の延長線上にある。Mark

Twainは物事の本質に迫る視点を作品の中で示そうとする作家であった。

乃加では，大人の世界の不合理性を暴くためにＴｏｍという視点を用意し

た。しかし,大人の世界に対比されているＴｏｍを中心とした子供の世界に

対しても，その本質を見抜こうという視点は向けられている。それが

HuckleberryFinnの視点である｡ＨｕｃｋＦｉｎｎは乃獅の中で大人が支配す

●
●
ロ
ー

己
△
■
■

ロ
Ｐ

Ｃ
中

ＬＵいり□しＰｕＰ

護



‘６

る日常世界には最後まで馴染めなかった。そればかりか，遊びに代表され

る子供の世界にも自らの位置を見つけられなかった。そして子供の遊びの

世界が，非現実的で。空想の世界でしかないことをＨｕｃｋは見抜いてい

る。ということは，MarkTwainは乃醜の中で子供でもなく，大人でも

ない，新しい視点を発見したのだ。

注

鷲本稿は，甲南英文学会第４回研究発表会（昭和63年６月25日，船甲南大学）で発表

した草稿に加箪訂正したものであるｏ

ｌＨｅｎｒｙＮａｓｈＳｍｉｔｈ,」化成７Ｗ醜ｆｍｅＤｅｗｂＰ加e"ｌｑ′αＷ）迩丁(Cambtidge

Massachusetts:TheBelknapPressofHarvardUniv・Press,1962)，ｐ､９１．

２MarkTwainはTUbe励加OCB"fsA6"αｄの前文で次のように，この旅行記が提示す

る視点について述べている。

“Yetnotwithstandingit［ｍｅＬｍｏ…tsA姉“］isonIyarecordofapicnic，

ithasapurposeDwhichis,tosuggesttothereade「ｈｏｗＪｂｅｗｏｕｌｄｂｅＩｉｋｅＩｙｔｏｓｅｅ

ＥｕｒｏｐｅａｎｄｔｈｅＥａｓｔｉｆｈｅｌｏｏｋｅｄａｔｔｈｅｍｗithhisowneyesinsteadoftheeyes

ofthosewhotrave1edinthosecountriesbeforehimlmakesmallpTetensｅｏｆ

ｓｈｏｗｉｎｇａｎｙｏｎｅｈｏｗｈｅｏｚＨｇｌＭｔｏｌｏｏｋａｔｏｂjectsofinterestbeyondthesea-other

booksdothat,andtherefore0eveniflwe煙competenttodoitDthereisnoneed.,’

MaTkTwain,ｍｅ恥"｡“曲Ａ６…ｄ(1922;rpt・Tokyo:Ｈｏ⑪no諺Tomosha’1988)，

Lxxi､

３CharlesNeiderはＴＵｂｅｈｉ"0“"KsA6m“でのＴｗａｉｎの:風刺を次のように述べて

いる。

“Clemens，sfellowexcursionistshadmuchtoｄｏｗｉｔｈｔｈｅｃ雁ationofthebook

［ｍｅ〃"0…的Ａ６，ｍ｡]．TheyconstitutedamicrocosmofAmericanhumanity

onEuropeanandAsiaticandAfricansoilandgavetheauthorachancetosatirize

travelingAmericanswhilehewassatiTizingsuchtime・encrustedculturesasthose

ofItalyandEgypt.，,ChaTelsNeide｢,雌沈Ｔ汕珈(ＮｅｗＹｏｒｋ：HorizonPr巳ss，

1957Ｌｐ､５９．

４飛弾知法，「HDUclM膠beカツ厭伽とアメリカの神話」「言語文化研究｣，第４巻，第肚

２号(1985),ｐ３．

５旗瀬典生氏は，ｍｃｈｃ"OCF"内Ａｂ"αｄでのＴｗａｉｎの視点を「冷臓でまた攻醸的」

であると述べ，RO84gIbi刺ｇＪＵに関しては，「西部の理想と現実のずれを見きわめるト

ウェインの目は。やはり冷めた大人の旅人の目」だと述べている。「マーク・トウェイ

ンとミシシッピ河一そのGeniusLociとは何か－｣「玲孜｣第35巻(l985Lp､８８。
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６ＪａｍｅｓＭ､CoxWtF娩、“鰯、舵Rzlcq／印加ｏｒ(Princeton:PrincetonUniv，

Press,1966),ｐ,１３１．

７遊びに関しては，JohanHuizinga,Ｈｂ疵oLlwdbDzs（Hamburg:RowohltVerlag，

19561日本語訳は，高橋英夫訳，「ホモ・ルーデンス」（中央公鎗社，1973）とRoger

CaiIlois,Ｌ鱈ノカu嘩Ｃｌ鱈ｆｌｍｃ海esfLgMhs9pdFe’んＩﾉｾﾌｶﾞ9℃(Paris:Gallimard，

1958),日本語限は，滴水幾太郎，霧生和夫iIR，「遊びと人Ⅲ」（岩波書店，1970）とを

主に参考にした。

８CynthiaGriffinWolffは遊びのルールに関して次のように述べている。“Thereal

importoftheseTules-thisrigidregimentationofboyishfantasy-becomesclear

seVeraＩｔｉｍｅｓｉｎｔｈｅｎｏｖｅｌａｓｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｐｌａｙ.,,CynthiaGrifYinWollfo“7物ｅ

４‘形"仙湾ｑ／⑰加釛zUyer:ANightmarcVisionofAmericanBoyhoo｡,,,ｉｎ

Ａ化成、α鰯,ｅｄ，HaroldB1oom(ＮｅｗＹｏｒｋ:CheIseaHousePublishers,1986),ｐ，
１００，

９Eve肥tteEmemson，ｍｅＡｕＪ醜cDzIibMz9ib7W吻：ALilc7汀がBibg71Zﾀｶｙｑ／

數痂ｗｅﾉＬ､Cip1ooe猫(Philadelphia:Univ,ofPennsylvaniaPress,1985),ｐ,８２．

１０Lewis陸ary,Ｍ３戒７Ｗi〃(Minneapolis:Univ,ofMinnesotaPress,1960Ｌｐ,２４．

１１テキストとしては，Ｍａ｢ｋＴｗａｉｎ，ｍｅＡ‘U27Uj"7Ｅｓｑ／乃痂StzzuW（Berkeley：

UniveTsityofCalifomiaPress,1982)を使用した。このテキストからの引用は，本文

中に括弧で頁数を示した。

１２“Ｈｅ［Tom］haddiscoveredagTeatlawofhuma、action,withoutknowingit

-namelyDｔｈａｔｉｎｏｒｄｅｒｔｏｍａｋｅａｍａｎｏｒａｂｏｙｃovetathing,itisonlynecessary

tomakethethingdifTiculttoattain・ＩｆｈｅｈａｄｂｅｅｎａｇｒＥａｔａｎｄｗｉｓｅｐｈｉＩｏsopher，

Iikethewriterofthisbook,hewouldnowhavecompTehendedthatＷｏｒｋｃｏnsists

ofwhateverabodyiso6ligmtodoandthatPlayconsistsofwhateverabodyis

notobIigedtodo，,ＭａｒｋＴｗａｉｎｍｈｅＡｄ"e"如愁ｑ/７b腕Sa8UyB7,ｐ､１６．

１３Emersonは，Twainが７）be“…/打稻ｑ／Ｔｂ祝Ｓａ８４Ｄ杉γを衝く時にもともと関心

を持っていたとして。次の三点を挙げている。

“First,hewasstiUfascinatedbythebonceptofinnocence.…Second,ｈｅｗａｓ
ｎｏｗａｗａｒｅｔｈａｔｈｅｃｏｕｌｄｗｒｉｔｅ,withoutnotesorremimdems,HCtionbasedonhis

ownchildhood…．Third，hewasstinentertainedbytheideasｏｆｈｉｓｅａｒｌｙ

ｓｋｅにhesaboutgoodboysandbadboyspresｅｗｅｄｉｎＳ池【醜ｅｓｊＶｂｗａ"ｄｏ〃

（1875)”Ｅ,Emerscn,ｐ８０．

１４ＣＧ,Wolff,ｐ､９６．

１５上野美子氏によれば，１８世紀から次第に衰えつつあったイギリスのRobinHood

broadsidebal1adは，１８世紀から19世紀にかけてアメリカで再創造されたという。そ

してアメリカでは19世紀半ばに最も流布したという。やがてアメリカでも，急激なエ
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業化と機械化が進む19世紀末から２０世紀にかけてRobinHoodbaIladは廃れていっ

たという。「ロピン･フッド伝説」（研究社，1988)，pPl85-94oMarkTwainが乃加

を執正していた1874年頃は，アメリカでRobinHoodの人気が失われつつある時であ

り，一方で。この小鋭の舞台となった1830年代はRobinHoodの人気が高まりつつあ

る時期であった。このようにＴｗａｉｎがRobinHoodをめぐって時代の移り変わりを

捉えるとともに，ＴｗａｉｎがRobinHoodのことを回顧的にＴ,腕のなかで描いたと考

えられる。

ｌ６ＬＬｅａｒｙは．Ｔｏｍが三部から椣成されているとして，次のように目っている。

O0ThestoryisdividedintothreealmostexactIyequalpaTts，Thereareten

chapteTsinthelirstpart,ｔｅｎｉｎｔｈｅｓｅｃｏｎｄ､andthirteenintheclimacticthiT｡．

ThelirstpartisseparatedfTomthesecondandthesecondfromthethiTdeachby

aninteTchapter・Withineachofthethreepartseventsaredetailedcarefully,time

movesslowIy･incidentbyincident，ｄａｙｂｙｄａｙ，Intheintercbapte婿timeis

acceleratedDandweeksｇｏｂｙｗｉｔｈｉｎａfewpages、EachofthepartsisdifYeにnt

fromtheotheTsintone,inthekindofadventuresinwhichTominvolveshimself，

andinthereIationshipoftheseadventurestotheunifyingthemeofthewhole.,,

LLeaTyoMz戒ｎｕａｉ'2,ｐ､２３．

１７Ｅ,Ｅｍｅ店ｏｎはＯＴｗａｉｎが中断した理由について次のように述べている。

“PBrhapsabetterreasonfoThisinabilitytocontinuewasthathehadtosolve

aproblemconcemingＴｏｍ,sfuture、WhenTomleavesJoeHarpeTandHuck

FirmonJackson0slsIandattheendofchapteT15,heprepaTesanoteforJoe,With

itheleaves0certainschoｏｌｂｏｙｔ唾asuresofalmostinestimablevalue,Thereby

theauthorhintedthatTomwasabouttoleaveSLPeteTsburgforgreater

adventurEs・ButhewasuncertainOnthemanuscriｐｔｉｔｓｅｌｆａｔｔｈｉｓｐｏｉｎｔＭａｒｋ

ＴｗａｉｎｗＴｏｔｅａｓｅｒｉｅｓｏｆｎｏｔｅｓａｂｏｕｔｈｏｗｔｈｅｓtorymightbecontinued；they

TeHectthisunceUtainty.,,ＥＥｍｅＵ君on,ｐ､７９．

１８“Intime,aItermanysqueezesoTommanagedtosigTuhisinitialsDusmgthebalI

ofhislingerforapen・ThenheshowedHuckleberTyhowtomakeanHandR

andtheoathwascomplete.,,MarkTwain,７１bBAdZ'”ｈｍｅｓｑ／７b、勘OUj杉γ,ｐｐ

80-81

19Ｊ.Huizinga,ｐ､１９．

２０MarkTwain,Ａｄ随"lW7EsCWWiw或陀比、ﾉ尻"〃(Berkeley:UniveTsityofCalifor、

niaPTessp1985Lp､14.

21MarkTwain,八.…如稻〃ノリhuCuMe6myFYDu",ｐ､17.
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SYNOPSIS

EstherGTeenwoodisacareePmiHIdedgir1whohatesmen'ssexual

hypocrisyandtheideaofservingmen，andshefearsthatmarTiagewill
destroyherintellectualfreedom・ＡｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅＥｓｔｈｅｒｂｅｔｒａｙｓｈｅｒ
ｃravingforsexualpowerovermenandasatisfyingfamilyidentity，
A1thoughshediscoverstheinadequacyofherbriIIiantacademiccareer

forthefirsttimeinherlifeinthemorecompetitiveworIdinNewYork，
Estherhopestoemulatemenbydevelopinghercreativepowers

AfterEsther，sartisticambitionhasbeenshattered，hermindgoes
intototaldisarray，anindicationofhergTeatreluctancetofaceher

feelingofinsuHiciency・EStherfindssomekindofsecuritybｙｍｅａｎｓｏｆ

ＥＣＴ,butthetherapydoesnotinfactmakeanewpersonofher・Still，
duTingherhospitalization,atleastEstherisforcedtogainemotional
compromisethroughwhichshecandevelophercreativeenergiesand
finｄａｗａｙｆｏｒｗａｒｄ

７池α〃ん必SylviaPlath，spartlyautobiogTaphicalnovel，was
publishedunderthepseudonymofVictoriaLucasinJanuaryl963,the
monthbeforethepoet，sdeathWhenthisadolescentcrisisnove1

appeared,inhisreviewofthebook,RobertTaubmancaIledit``thefirst

femininenoveIinaSalingermood.,'ユWithherplaceincontemporary
nteraturefirmlyestabIishedasapoet,thenovelhasstoodasacuItbook

amongAmericanyouth，Althoughthereisageneraltendencytoregard
thepoet,ｓｏｎｌｙｎｏｖｅｌａｓａｎｉｍｍａｔｕｒｅｗｏｒｋｃｏｍｐaredwiththeartistic
breakthmughofA能４herpoetryandthenovelhavemuchincommon

iID1anguageandimagery，AsMasonHanPisfinds,“thepoemsdredgea
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privatesicknesswhichseemstoariseonlyfromthepersonaIpastwhile

thenovelthrowsopenthesociaIdimensionofmadness,indicatingthe

cultureinwhichtheheroinehasgTownup,orratherwhichpreventsher

fromdoingso.,'ｚＴｈｅｎｏｖｅｌｉｓｓｅｔｉｎｔｈｅｆｉｆｔｉｅｓａｎｄｉnthenovel,Esther

Greenwood1theheToineandnaITator，whoseexperiencesaTeshared

withthoseofP1athherse1f,goesthroughexistentialandsocialinsecu‐

rityandsuffersdeeplyintheprocessoffindingherselfThetitlestands

forthespiritualmorassinwhichtheheroineisfoundering・Inthelatter

partofthestory,Ｅｓｔｈｅｒｓａｙｓｔｏherself：“…ｗｈｅｒｅｖｅｒｌｓａｔ－ｏｎｔｈｅ

ｄｅｃｋｏｆａｓｈｉｐｏｒａｔａｓｔＴｅｅｔｃａｆ色inParisorBangkok-Iwouldbe

sittingunderthesameglassbelIjar,stewinginmyownsourair,,(196).ｓ

ｌｔｉｓｔｈｅａｉｍｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｔｏｅｘｐｌｏｒethefactorsleadinguptothis

emotionalbreakdownandtheemergenceoftheself-deprecationand

disgustｗｈｉｃｈｓｅｅｍｓｔｏｂｅｓｙｍｂｏｌｉｚｅｄｂｙｔｈｅｃlaustrophobicbel1jar

image

EstherGreenwoodisanacademicallybriUiantstudentwithstraight

Ajsatabigeastemwomen,scoUege，Whenthenove1opens,sheisin

NewYorkforhersummerjobwithaleadingfashionmagazine,Ldzdi`s,

DtZy・Ｓｈｅｉｓｏｎｅｏｆｔｗｅｌｖｅｌｕｃｋｙｇｉｒｌｓｗｈｏｗonacontestinwhichthe

prizeisaguesteditorshipofthemagazineinNewYorkforamonth

ltisherfirsttripｔｏＮｅｗＹｏｒｋａｎｄｈｅｒ“firstbigchance'，(4)．Ｓｈｅｉｓ

ｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅｈａｖｉｎｇｔｈｅｔｉｍｅｏｆｈｅｒＩｉｆｅＦｏｒａＵｔｈａｔ，shefeels

somethingiswrongwithherthatsummer、Itispartlybecausewhereas

Estherｗａｎｔｓｔｏｂｅａｐｏｅｔ,“shefindsherselfinthewoTldofAmerican

commercialjoumalism,andmediapromotion"‘UnlikeEsther,mostof

theothergirlsarenotcareer-mindedevenintheworldofcommercial

journalism・Theythinkoftheireducationasastepontheroadto

gettingmarriedto“somecareermanorother”（４）Esthernndsit

impossibletobecompatiblewiththem；theyseemboringtoher・

Besides,inNewYorkEstherdiscoVerstheinadequacyofherbriUiant

academiccaｒｅｅｒｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅｉｎｈｅｒｌｉｆｅ・AtfirstDforallthe

successesheapedonheratcollege,shevnguelyfeelsthatsheisdrop・

ｐｉｎｇｏｕｔｏｆｔｈｅｒａｃｅｔｏｇａｉｎ“goodmarksandprizesandgTantsofｏｎｅ
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sortandalnother，,(30)．OnedaysheisaskedbyherbossJayCeewhat

shehasinmindforherfutureWhatEstherreaUyhasinmindistobe

abrilIiantprofessororeditor,butbecausesheislosingherprevious
energyandconndenceinhertalent,shehearsherseIfanswer,“Ｉｄｏｎ,t

realIyknow,,（34)．ＪａｙＣｅｅ，sreactionisunsympatheticShesays：
“You'11nevergetanywherelikethat"(34)．Althoughthisisdimcultfor

Esthertoswallowatfirst,shecomestofeelthatJayCeemayhavea
point・Maybeshewon,t“getanywhere,，'maybesheisjusta“run､of‐

the､miUperson,,（35）amongallthebrilliantpeopleinthｅｂｉｇｃｉｔｙ・
ＭａｙｂｅｓｈｅｈａｓｓｅｔｈｅｒｓｉｇｈｔｓｔｏｏｈｉｇｈaIItheseyearsSowhenEsther

meetstheUNsimultaneousinterpreters,hersenseofpersonalinade

quacyandinsecurityisincreasedShehasanirrationaljealousyof

theirprofessionalabiIityandcastigatesherselfforlackingsimilar

proficiencyinanyforeignlanguage、Sheevenhasthefeelingofwanting
tocrawlintoafemaleRussianinterpreterandspendtherestofherlife

“barkingoutoneidiomafteranother，,(78)．ConfrontedbytheirHuency
inforeignlanguages,EstherthinksherselfdreadfuIIyinferior、Sheeven

feelsherprospectsforanykindofsuccessfulcareerdwindlinｇｏｕｔｏｆ
ｒｅａｃｈ８

｝ん之

Theonethinglwasgoodatwaswinmingscholarshipsandprizes，
ａｎｄｔｈａｔｅｒａｗａｓｃｏｍｉｎｇｔｏａｎｅｎｄ・

Ifeltlikearacehorseinaworldwithoutrace-tracksora

championcollegefootbaUersuddenlyconfrontedbyWa]lStreet

andabusinesssuit,hisdaysofgloryshrunktoalittlegoldcupon
hismantelwithadateengravedonitlikethedateonatombstone．
(80）

EstheruscompuIsiontodistinguishherselfamongbrilliantpeoplecon．

tributestothisabsurdselfcriticism・Justtopossessalonglistofgood
marksandscholarshipsisnotenoughfｏｒｈｅｒ、WenotethatEsther，s

strongfeelingofinadequacycomesfromtheinternalpsychological
pressuI己ｓｓｈｅｉｍｐｏsesuponherselftoexceIothersandbeoriginaL

鐘
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Furthermore,Esther，sanxietyisnotprovokedutterlybynewexperi・

ｅｎｃｅｓｉｎＮｅｗＹｏｒｋｌｎｔｈｅｂｉｇｃｉｔｙＥｓｔｂerremembersthesexuaI

hypocrisyofherboyfriendBuddyWillard,aYalemedicalstudentand

``amagnificentspecimenofthemaleiｄｅａＩｏｆｔｈｅ，Fifties・''5Estheris

supposedtomarryhimandiｓｒｅｐｅａｔｅｄｌｙｔｏＩｄｂｙｈｅｒｆａｍｉｌｙｔｈａｔｈｅｉｓ

"thekindofpersonagirlshouldstayfineandcleanfor'，(71)becausehe

is“ａfine,cleanboy,,from“ａfine,cIeanfamily'，(70-71)．Andshefinds

Buddy，smotheT“arealfanaticaboutvirginityformenandwomen

both"(74)．Also,shereceivestheRmdb滝DjgUsjarticle"InDefenseof

Chastity，,fromhermotherwhenshelivesinhercollegedormitory・She

ismorethanhalfpersuadedthatsuchidealismwiIIleadtoadeepand

meaning(ulrelationshipwithaman

YetEstherdiscoversthattbeidealofsexualｃｈａｓｔｉｔｙｉｓｎｏｔａＩＩｔｈａｔ

ｉｔseems,ＯｎｅｄａｙｓｈｅａｓｋｓＢｕｄｄｙｉｆｈｅｈａｓｈａｄａｎaffairwithanyone

Althoughsheexｐｅｃｔｓｔｈｅａｎｓｗｅｒｏｆ“ＮＣ,Ihavebeensavingmyselffor

whenlgetmaTTiedtosomebodypureandavirginlikeyou,'(72),infact

heconfessestomorethanthirtyencounterswith“somesluttywaitress,，

(73)．Esther，scravingforadeeprelationshipwithamanisshattered

andsheisdeeｐｌｙｈｕｒｔｂｙｔｈｅ“hypocrisyofAmericansuburbanlife''6：

"Icouldn，ｔｓｔａｎｄｔｈｅｉｄｅａｏｆａｗｏｍａｎｈａｖｉｎｇｔｏｈaveasinglepurelife

andamanbeingabletohaveadoubleIife,ｏｎｅｐｕｒｅａｎｄｏｎｅｎｏｔ''(85)．

ＩｎＮｅｗＹｏｒｋ,partlyasachalIengetoBuddy'ssexualbypocrisyand

thesociaIandfamilypressuretobesexuaUydecent,andpartlytocatch

upwithhimintermsofsexuaIexperience,Estherproposestohavenew

sexualrelationshipsOnceshetriestogetseducedbyasimultaneous

interpretercaUedConstantin,onlytofaiLThenshetakestoDoreen,a

Hamboyant,Sexuallysophisticatedgirlwithwise,wittycynicismfrom

afashion･consciouscolIegeandstringsaIongwithher･Butintheface

ofDoreen'sstrongsexualpoweroverafamousdiskjockynamed

Lenny,Estherfeelsherself“shrinkingtoasmalIblackdoto,ａｎｄ``ahole

inthegTound，，(17)．LastlyshemeetsaPeruvianboycalledMaTco,ｗｂｏ

ｔｈｒｏｗｓｈｅｒｉｎｔｈｅｍｕｄ,spitsinherface,andtriestoviolateher・Thus

inthebigcityEstherfindsthatsheisalsoinadequateinanotherway，
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namelyinsexua】matters･AndthefollowingaccountwhichEsther

givesaftershehasfailedtosleepwithConstantinisnotable：

Ithoughtifonlylhadakeen,shapeIybone-structuretomyface

orcoulddiscusspoliticsshrewdlyorwasafamouswriter

ConstantinmightfindmeinterestingenoughtosIeepwith（86）

：
HereweseethatEstherisconvincedthathersexualimmaturityis

inseparablyboundupwithheracademicandprofessionalfailings

NextjeventhoughEstherlackstheconlide､cetodevelopasuccessful

academicCareer("ｔｈａｔｅｒａｗａｓｃｏｍｉｎｇｔｏａｎｅｎｄ０Ｉ),shefearsthat

marriagewillimposeseriousconstraintsonherintellectualfreedom

EstheTthinksthehousewifelyservitudeofmarTiageis“adrearyand

wasted】ifeforagirlwithlifteenyearsofstraightA，s'，(88)．Esther's

convictionisthat

…inspiteofalltherosesandkissesandrestaurantdinnersaman

showerｅｄｏｎａｗｏｍａｎｂｅｆｏｒｅｈｅｍａｒＴｉｅｄｈｅｒ，whathesecretly

wantedwhentheweddingserviceendedwasforhertoHattenout

underneathhisfeetlikeMrsWillard'skitchenmat．（88-89）

OfcourseEsthercannotaccepttheiｄｅａｏｆＭｒｓ,WilIard，ssubmissive

domesticmaxim：“Whatamanisisanarrowintothefutureandwhat

awomanisistheplacethearrowshootsofffrom"(74)．Shewants"to

shootoffinaUdirectionsmyself，likethecoIouredarrowsfroma

FourthOfJulyrocket”(87)．

However,theideaofbecomingawifeandmotherisnotforeignto

Esther・Ｓｈｅｓｏｍｅｔｉｍｅｓｔｏｙｓｗｉｔｈｔｈｅｉｄｅａｏｆｇettingmarried：

Itwouldbenice,livingｂｙｔｈｅｓｅａｗｉｔｈｐｉｌｅｓｏｆｌｉｔｔｌｅｋｉｄｓａndpigs

andchickensowearingwhatmymandmothercalIedwashdresses，

andsittingaboutinsomekitchenwithbrightlino】eumandfat

arms,drinkingpotsofcoffee．（158-59）
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Thesewords,whichexpressEsther'slongingforthesimPleandsecure

identityofhousewife，ｈａｖｅｍｕｃｈｔｏｄｏｗｉｔｈｈｅｒｅｓｃａｐｅｆｒｏｍｔｈｅ

ｐressuTeofhavingtobeprofessionaIlysuccessfulandahighlyautono、

mousandmdependentindividual・Ｂｕｔｔｈｉｓｉｓｎｏｔａｎ“instanceof

Esther，scomfusionD,ａｓｈａｓｂｅｅｎｃlaimedbyLyndaKBundtzen､７１tis

simpIythatshecannotaccept“theideaofservingmen'，(79)．Ｉｎｆａｃｔｉｔ

ｗｏｕＩｄｎｏｔｂｅｇｏｉｎｇｔｏｏｆａｒｔosaythatEsther,saccountabovereveals

heryeamingtohaveapositivefamilyidentity・ThisviewisIent

supportbythefoUowingext｢actmwhichEsthersaysshewishesto

joumeyfromoneidentitytoanother：

ＩｓａｗｍｙｌｉｆｅｂｒａｎｃｈｉｎｇｏｕｔｂｅｆｏｒｅｍｅIikethegTeenfig-treein

thestory・

Fromthetipofeverybranch,likeafatpurplefig,awonderful

futurebeckonedandwinkedOnefigwasahusbandandabappy

homeandchildren,ａｎｄａｎｏｔｈｅｒＩｉｇｗａｓａｆａｍｏｕｓｐｏｅｔａｎｄanother

figwasabriUiantprofessorＤａｎｄａｎｏｔｂｅｒｌｉｇｗasEeGee0the

amazingeditor…．（80）

ｌｎｍｙｖｉｅｗ,thesewordsexpressnotonlyEsther，sdisorientationbuther

feeIingthａｔｓｈｅｃｏｕｌｄｓｕｃｃｅｅｄｉｎａｎｙａｎｄａｌｌｏｆtheseroleseventhough

somearemutualIyexclusive

lnspiteofEsther'seagemessforabril1iantprofession,shedoesnot

infactidentifywiththecareerwomenaroundher、Ｔｈｉｓｓｅｅｍｓtobe

becausewhereasEstherbelievestbatprofessionaIsuccessmaybring

herameaningful,sexuaIrelationshipwithamanthesｅｗｏｍｅｎｄｏｎｏｔ

ｈａｖｅａｎｙｓｅｘｕａｌｐｏｗｅｒ，ForexampleosheisnotcompleteIysatisiied

withherbossJayCee,ｗｈｏｈａｓ“pIugugIy】ooks”(6)．Estheradmires

herbecauseshehasbrains，ButshedoesnotopposeDoreen,scarping

remarksagainstJayCee：“IbetthatoldhusbandofherstumsoutaIl

thelightsbeforehegetsnearherorhe，dpukeotherwise”(6)．ＡＩｓｏｓｈｅ

ｈａｔｅｓｔｈｅｆａｍｏｕｓｗｏｍａｎｐｏｅｔathercollegewhoIiveswithanother

careerwoman，“astumpoldClassicalscholarwithacroppedDutch
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cut'，(232)．Estherevencallsthem"weirdoldwomen”(232)andwiShes

tobedilferentfi･omthem

Bythusmakinganexaminationofthestory,wecanseethatEsther

hasacravingforasuccessfulcareeraswellasafruitfUlrelationship

withamanandasatisfyingfamilyidentity，ｆｒｏｍbothofwMchshe

feelsdisqualified

EquaIIyimportant，amongherbrilliantachievementsatcoUege，

Estherespeciallyhasastrongartisticambitionwithwhichshehopesto

distinguishherseIfamongbrilliantpeople・YetEstherremembers

BuddyWillard，sdiscouragingwordsaboutherartisticaspirationsTo

Buddy,ｃｏｍｐａｒｍｗｉｔｈｈｉｓmedicalknowIedge,ａｐｏｅｍｉｓｎｏｍｏｒｅｔｈａｎ

`'Apieceofdust”(58)andhealsosaysthatmarriagewilldemoralize

hercreativepassionBesides，EstherfeelsdeeplyinferiortoBuddy

whensheattendsthebiTthofachiｌｄｗｉｔｈｈｉｍｌｎＢｕｄｄｙ,sward,Esther

seesthatwomen,sprivilegedcreation(givingbirth)iscontrolledbymen

witb“allsortsofinstruments,,(67)ａｎｄ“thesortofdrugamanwould

invent，,(68)．AsBundtzensays,Esthergetstheimpressionthat“they

［themaledoctors］havedeprivedthewomanofherconsciousnessof

boththepainandpleasuｒｅｏｆｂｉｒｔｈ…Thewomanandherbabyare

theiropus1theirengineeringfeat.，'８Estherevenfeelsthattbedelivery

tablethewomanliesonlookslike"sｏｍｅａｗｆultorturetable,,(67)．Ｗｅ

ｍｕｓｔｋｅｅｐｉｎｍｉｎｄｔｈｉｓｐｉｃｔｕｒｅｂｅｃausethewoman,sgTeatpassivity

underthedominanceofthemaIedoctorsforeshadowsEsther，ssimilar

passivitywithwhichshewiumeettheassaultonherpersonalidentity

launchedbypsychiatrisｔｓｉｎｔｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅｒａｐｙ、

NeverthelessinNewYork,ｔｏｏｖｅｒｃｏｍｅｈｅｒｆeelingofinferiorityto

Buddy，EstherinventsananswertoBuddy,sbelittlingwordstoher
artisticambition：

肝

鑿

Ｎｏｗ,ｌｙｉｎｇｏｎｍｙｂａｃｋｉｎｂｅｄ,IimaginedBuddysaying,“Ｄｏｙｏｕ

ｋｎｏｗｗｈａｔａｐｏｅｍｉｓ,Esther?,,

‘ＯＮＯ,what？”Iwouldsay．

“Ａｐｉｅｃｅｏｆｄｕｓｔ.,,
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ThenjustashewassmilingandstartingtolookpToud,Iwould

say,“Soarethecadaversyoucutup・Soarethepeopleyouthink

you，recuring・ＴｈｅｙＤｒｅｄｕｓｔａｓｄｕｓｔａｓｄｕｓｔ、Ireckonagoodpoem

lastsawholelotlongerthanahundredofthosepeopIeput

together.，

AndofcourseBuddywouIdn，ｔｈａｖｅａｎｙａｎｓｗｅｒｔｏｔhat,because

whatlsaidwastrue．（58-59）

ThisaccountisfiIledwithEstherDsangerandhostilitytoBuddy，s

indifferenceabouthercreatWeidentity，EstherhopestoemuIatemen

bydevelopinghercreativepowers、YetunknowntoEsther,ｉｎｔｈｅｂｉｇ

ｃｉｔｙａｇｒｅａｔｂｌｏｗｗｉｕｂｅｄealttoherartisticaspirations

Todevelophercreativeenergies，EstherappIiesfor“asummer

coursewithafamouswriter''(108)sothatshecanworkafterthemonth

onthemagazineWhenshereturnshomefromNewYork,however，

sheknowsshecannotmakethewritingcourse・Althoughshedecides

tospendthesummeTwritinganoveIforherseIf，ｓｈｅｂｅｃｏｍｅｓａｗａｒｅ

ｔｈａｔｓｈｅｉｓｔｏｏｉnexperiencedtowrite：“HowcouldlwriteaboutlMe

whenl，dneverhadaloveaifairorababyorseenanybodydie?''(128)．

Thisoutburstofself･doubtisTeminiscentofEsther'ｓｆｅｅｌｉｎｇａｆｔｅｒｓｂｅ

ｈａｓｆａｉＩｅｄｔｏｇｅｔseducedbyConstantin，HereEstherfeelsthather

artisticinadequacyisassociatedwithhersexualimmaturity・

Afterherartisticaspirationshavebeenshattered0Estber,smindgoes

intototaIdisarray，Ｓｈｅgrowsincreasinglyneu｢oticandsuffersawful

insomnia、Andthenshemeetsapsychiatrist，DoctorGordon・Yet

Estherfeelsthatdespitehisapparentprofessionalinterest,heisinfact

totalIyunsympathetictoherpsychologica1probIemsandsenseof

isolation．ＩndeedheissophysicalIyattractiｖｅｔｈａｔｗｈｅｎｈｅｈｉｎｔｓａｔｈｉｓ

ｏｗｎｐｅrsonaIhappinessbyshowinghisfami1yphotograph，shefinds

herselfthinking：“…howcouldthisDoctorGordonhelpmeanyway，

withabeautifulwiIeandbeautifuIchildrenandabeautifuldoghaIoinｇ

ｈｉｍｌｉｋｅｔｈｅａｎｇｅｌｓｏｎａＣｈｒｉｓｔｍａｓｃａｒｄ?,,（137)．EventualIyDoctor

Gordonprcscribesherelectricshocktreatmentbutmishandlesit・Ｔｈｅ
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therapydisturbsher：

Ｉｓｈｕｔｍｙｅｙｅｓ・

TherewasabriefsiIence,likeanindrawnbreath

Thensomethｉｎｇｂｅｎｔｄｏｗｎａｎｄｔｏｏｋｈｏｌｄｏｆｍｅａｎｄｓhookme

liketheendoftheworldWhee･ee-ee･ee.ee,itshrilIed1throughan

aircracklingwithbluelight，andwitheachHashagTeatjolt

drubbedmetilllthoughtmyboneswouldbreakandthesapｆｌｙｏｕｔ

ｏｆｍｅＩｉｋｅａｓｐｌｉｔｐｌａｎＬ

ＩｗｏｎｄeredwhatterriblethingitwasthatＩｈａｄｄｏｎｅ．（151-52）

Asaresultofthisdreadfultreatment,Esther,smentalstateseemsto

deterioratefurther・Forinstance,inthedepthsofemotionaldespair，

shehearsJayCee'ssharpwaming，“Ｙｂ"ソノ〃“eγ“α"j'1uAe花ノゼ)bu

flizzt”(155)ringagainandagaininherears・Sheevenrepeatsaseries

ofmocksuicides・Ｔｈｅｎａｓhamedofherindecision,shefinal1ymakesa

choiceandtakesasmanyasfiftysleepingpiI1s,ｔｏｆａｌｌｉｎｔｏｔｈｅｄａｒｋ．

､ess：“Thesilencedrewoff,baringthepebblesandshellsanｄａｌｌｔｈｅ

ｔａｔｔｙｗｒｅｃｋａｇｅｏｆｍｙｌｉｆｅ，Thenattherimofvision,itgathereditself，

andinonesweepingtide,rushedmetosleep”(179)．

EstherissuicidalframeofmindamdhospitalizationshowshergTeat

reluctancetofacetbeinsunHciencyofhercreativeidentity･Ｃｌearly,the

experienceofECTisdramatizedasapunishmentforthisreluctance

Andthelongingtoregressinhersuicideattemptis,inHarris,words，

"theresultoftheapparentimpossibilityoffurtherdevelopment.,，DSo

Esther,sstrugglewithmentalillnessisinaveryrealsenseastruggle

whichbetraysherreluctancetocometotermswithherfeelingof

inadequacy

WhatismoreEsther,ｓｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｏｆＥＣＴｂｒｉｎｇｓＵｓｂａｃｋｔｏｔｈｅ

ｏｐｅｎｉｎｇｏｆｔｈｅｎｏｖｅｌｉｎｗｈｉｃｈｓｈｅmentionstbeelectrocutionofthe

Rosenber9s：

Itwasaqueer,sultrysummer,thesummertheyelectrocutedthe
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Rosenbergs,ａｎｄｌｄｉｄｎｏｔｋｎｏｗｗｈａｔｌｗａｓｄｏｉｎｇｉ、NewYork.…

Theideaofbeingelectrocutedmakeｓｍｅｓｉｃｋ…．Ｉｔｈａｄｎｏｔｈｉｎｇ

ｔｏｄｏｗｉｔｈｍｅＤｂｕｔｌｃｏｕ1.,,theIpwonderingwhatitwouldbelike，

beingbumedaliveallalongyourne｢ves、

IthoughtitmustbetheworstthingintheworId．（１）

"Ｉｔｈａｄｎｏｔｈｉｎｇｔｏｄｏｗｉｔｈｍｅ'，isseenwithhindsighttobedeepIy

ironicaLWerememberthatearlierinthestoTy,Esther，spreoccupation

withtheRosenbergsisintensifiedwhenEsther,ssympatheticwords

towardthem,“1s､,titawfu1abouttheRosenbergs?',（105）bringthe

followingdetachedresponsefromanotherguesteditornamedHilda：

"1t，sawfulsuchpeopIeshouldbealive…．Ｉ，msogladthey,regoingto

die，，（105)．HeretheextenttowbichEstherfeelspunishedbythe

psychiatristisgTaphicallyreveaIedbytheimpliedcomparisonwiththe

experienceoftheRosenbergs・ＩｔｉｓｔｒｕｅｔｈａｔＥｓｔｈｅｒｓｅｅｓＥＣＴｎｏｔａｓ

therapybutas“apunishmentforsometerribIe，unknowncrime,,，to

borrowBundtzen,ｓｗｏｒｄｓｎｏＢｕｔａｓｌｈａｖｅｃｌaimedabove,theauthor

PlathdramatizesEsther，scaseasapunishmentforhergTeatreluctance

toreconcileherseIftowhatsheactualIyis，

Inthenextepisode，Esthermeetsafemalepsychiatrist，Doctor

Nolan,ｗｈｏappliesshocktreatmentproperly・Ｓｈｅｆｅｅｌｓｔｈａｔｓｈｅｉｓ

ｍａｄｅｔｏｒｅｇｒｅｓｓbyeIectricaIpower：“…darknesswipedmeoutlike

chaIkonablackboard，,（226lCuriousIy，thesameelectricalpower

whichdestroyedEsthe「inDoctorGordon，spTivatehospitalnow

restoresheｒｔｏＩｉｆｅ；afterthetreatmentEstherfindssomekindof

emotionalsecurity：

ＡＩＩｔｈｅｈｅａｔａｎｄｆｅａｒｈａｄｐｕｒｇｅｄｉｔｓｅIflfeltsurprisinglyat

peaceThebelIjarhung,suspended,afewfeetabovemyhead、I

wasopentothecirculatingair．（227）．

WelindherethatthereferencetotheelectrocutionoftheRosenbergs

associatesEstherosexperienceofECTwithastrongimageofdeatha､。
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rebirthAlthoughEstherhadsharedtheexperienceof“theworstthing

intheworld"withtheRosenbergsinDoctorGordo､，shospitaLforthe

timebeing,unliketheRosenbergs,sheissubsequentIyrestoredtolife
byelectricity・

Ｔｈｅdeath､and-rebirthpattem,however,doesnotfilluswithmuch

optimiＳｍ・TheproblemofthisnovelisthathowEsther,sperceptionof

ECTmovesfromafearfultoafavorableoneisnotexpIainedclearly・
WeseethatalthoughEstheropenｓｈｅｒｈｅａｒｔｔｏＤｏｃｔｏｒＮｏＩａｎｔｏｓｏｍｅ

ｅｘtent,sheisnotentirelysatisnedwithher・LikeDoctorGordon,she
isalsobasicaUyindifferenttｏＥｓｔher'sexistentia］anxieties、Esther

evenfeelsbetrayedbyherwhenDoctorNolantriestoapplyECTtoher

withoutpreviouslywamingher,whichshehadspecificalIypromiseｄｎｏｔ

ｔｏｄｏ・AndwhatEstherismostawareofinthementalhospitalsisthe

greats1uggishnessanddocilityofthepatientslnDoctoｒGordon,s

hospital,Estherfindsthathispatientslooklike“shopdummies”（149）

withoutanyfaciaIexpressions，gesturesormovements・Ａｎｄｉｎｔｈｅ

ａｓｙｌｕｍｗｈｅｒｅｓｈｅｍｅｅｔｓＤｏctorNolan，Estherissurprisedtocome

acrossalobotomizedpatientnamedValerie,whoisdeprivedofrebel・

liousnessandanger、１ｔdoesnottakemuchimaginationforustosee

whyEstherisfOrcedtopreteｎｄｔｏｂｅａｌｌｒｉｇｈｔ・Estherisletoutofthe

hospitalaftersubsequenttreatments、YetitisclearthatECTdoesnot

infactmakeanewpersonofher・ＡｎｄEstherherselfhasseriousdoubts

abouttheeffectivenessofthecure：“Ｈｏｗdidlknowthatsomeday-at

coUege,ｉｎEurope,somewhere,anywhere-thebeUjar,withitsstiHing
distortions,would､'tdescendagain?”(254）

ＡｎｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｓｙｍｂｏｌｏｆｔｈｅｂelljarwiUbehelpfulto
understandEsther，smentalstate，Abe1ljarisabe11･shapedgIassto

coverinstrumentsorcontaingasinalaboratory、First,sinceitshuts

outtheair,tbeimageofapersoninthebeUjargivesustheassociation

ofsuffocation､Esther，sobsessionwithherselfinthebeUjargoesalong

waytoexpressherstiHeddevelopmentandisolationToexaggerate
Esther1sstrangIeddevelopmentandherunsuccessfUlandreluctant

entryintotheadultworl｡，Plathintroducesanext｢aordinarilygTo．
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tesqueimageEarlierinthestoryjEstherattendsBuddy,ｓｗａｒｄａｎｄ

ｓｅｅｓｓｏｍｅｄｅａｄｆｏｅｔｕｓｅｓｉｎbigglassbottlesLaterEstheridentifies

herselfwithadeadfoetusintheflask：“Tothepersoninthebelljar，

bIankandstoppedasadeadbaby,ｔｈｅｗｏｒｌｄｉｔｓｅｌｆｉｓｔｈｅｂａｄｄｒｅａｍｏ,

(250）

Second,theideaofbeinginabelljarisdeeplyassociatedwithasense

ofgreatpassivityScientistsputbeUjarsonobjectsfortheirown

purposes,notparticularlyforthebenefitofthoseobjects・Accordingly

thesymbolofthebelljarrepresentssocialoppressiolH,especianymale

dominationinthisb００k．Esther0sforceddocilityandpassivityis

particularlyexpressedbyhersupinepostureduringtheECTtreatment・

Infact，thepsychiatricwardwheresheisdepersonalisedisanother

impliedexampleofthebeujar・FinaUyEstherisal1owedtoIeavethe

hospitaLYetwenotethatuntilthｅｅｎｄｏｆｔｈｅｓｔｏｒｙ，sheremains

disorientedandfragileinherrelationshipwithsociety・ThebeUjar

hangsjustafewfeetaboveherheadAndliketheSwordofDamocles，

ifitfausagain,shemaybedecapitated

Still，itisnotablethatafteTthesuicidｅａｔｔｅｍｐｔａｎｄｔｈｅＥＣＴｂｙ

ＤｏｃｔｏｒＮｏｌａｎinwhichEstherenjoyedthefeeIingofselfregressio､，

EsthergivesuptheideaofforgetfUlness：

Irememberedeverything、

IrememberedthecadaversandDoreeｎａｎｄｔｈｅｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅ

ｆｉｇ､treeandMarcdsdiamondandtbesailorontheCommonand

DoctorGordon，ｓｗａＵ・eyednurseandthebrokenthermometｅｒｓａｎｄ

ｔｈｅｎｅｇｒｏｗｉｔｈｈｉｓｔｗｏｋｉｎｄｓｏfbeansandthetwentypoundsl

gainedoninsulinandtherockthatbu1gedbetweenskyandsealike

agreyskulL

Maybeforgetfulness,ｌｉｋｅａｋｉｎｄｓｎｏｗ,shouldnumbandcover

them

ButtheywerepartofmeTheyweremylandscape．（250）

Itseemsthatparadoxically,Estherleamssomekindofpatienceｏｖｅｒ
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herinsufTiciencyassheismadetoregTess・Throughhospitalization,at

leastEstherisforcedtogainemotionalcompromisethroughwhichshe

candevelophercreativeenerguesandfindawayforwardYettheroad

totheexistentialsecurityistobeｈａｒｄｆｏｒｈｅｒ、Forthespecialtherapy

shereceiveｓｏｎｌｙbringsherbacktothepointwhereshewaswhenshe

sulferedthebreakdownToEsther,herfightwithmentalilInessisno

mｏｒｅｔｈａｎｏｎｅｓｔｅｐｏｆｍａｎｙｔｈａｔｓｈｅｈａｓtotakethroughtheweary

season．
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甲南英文学会規約

第１条名称本会は．甲南英文学会と称し，事務局は、甲南大学文学部英文

学科に誼〈。

弧２条目的本会は，会同のイギリス文学・アメリカ文学・英語学の研究を

促進し、会同間の親睦を計る二とをその目的とする。

第３条事業本会は，その目的を達成するために次の取業を行う。

１．研究発表会および講演会

２．機関誌「甲南英文学」の発行

３．役員会が必要としたその他の恥業

第４条組織本会は．つぎの会同を以て組織する。

1．一般会ロ

イ．甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）の修士課程の在

籍者，学位取得者．および博士課程・博士後期課程の在iii者．学

位取得者または単位修得者

ロ．甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）および甲南大学

文学部英文学科の専任教貝

ハ．上記イ、ロ以外の者で，本会の会貝の椎JIMにより，役貝会の承

認を受けた者

２．名誉会同甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）を担当

して．過鞍した者

３．賛助会貝

簸５条役貝本会に次の役員を証〈。会長１名．副会長１名．評譲風若干名

会計２名，会計監査２名，縄典委圓長１名．幹巫２名

２．役貝の任期は，それぞれ，２年とし，皿任は妨げない。

３．会長．副会長は、役貝会の推凋を経て．総会の承認によって,二

れを決定する。

４．評鞭貝は．第４条第１頂イ，ロによって定められた会同の互選に

よってこれを選出する。

５．会計、会計監表ロ網jlL委貝渋，幹事は１会任の推閲を経て．総会

の承醒によってこれを決定する。

６．会長は、本会を代表し会務を統括する。

７．EII会長は．会長を補佐し、会長に事故ある場合，会長の職務を代

行する。

８．評繊貝は，会貝の意志を代淡する。
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９．会計は．本会の財務を執行する。

１０．会計監査は，財務執行状況を監査する。

１１．綱典委貫長は，閣典委貝会を代表する。

１２．幹事は，本会の会務を執行する。

第６条会計会計年度は４月１日から翌年３月３１日まで(とする。なお，会計
報告は，総会の承悪を得るものとする。

２．会費は，一般会同について年間6.000円とする。

館７条総会総会は，少なくとも年１回これを開脳し．本会の璽要事項を協
躯，決定する。

２．総会は，一般会貝の過半数以上を以て成立しその決議には出席
者の過半数以上の賛成を要する。

３．規約の改訂は，総会出席者の２/3以上の賛成に基づき，承認され
る。

第８条役圓会第５条第１項に定められた役鳳で構成し本会の運営を円滑
にするために協凝する。

第９条綱粟委、会第３条に定められた事業を企画し実施する。

２．編典委風は，綱集委風長の推薦を経て会長がこれを委嘱する。定
貝は．イギリス文学・アメリカ文学・英語学各２名とする。縄典委
貝長は．特別に専門委同を委嘱することができる。

第１０条顧問本会に顧問を硬《ことができる。

；

籔

本規約は，昭和59年１２月９日より実施する。

この規約は，昭和62年５月30日に改定。



『甲南英文学」投檎規定

1．投稿箔丈は未発表のものに限る。ただし口頭で発表したしのは，その

旨明記してあれば二の限りでない。

２．鎗文は３部（コピー可）提出し，扣文．英文いずれの蹟丈にも英文のシ
ノプンス３部を添付する。ただしシノプンスはＡ４刊タイプ用紙６５スト

ローク×１５行（ダプルスペース）以内とする。

３．艮冬は次の通りと十る゜

イ．和文：横暦Ａ４判４００字詰め原稿用紙３０枚程度
ロ和文鷺ワードプロセッサーまたはタイプライターでＡ４判１５枚程度（1

枚４０字ｘ２０行）

ハ．英文：タイプライター（ダプルスペース）でＡ４１４１２５枚程度（１枚６５
ストローク×２５行）

４．瞥式上の注愈

イ．注は原稿の末尾に付ける。

ロ．引用文には，原則として，訳文はつけない。

ハ．人名．地名、書名等は，少なくとも初出の個所で原賠名を密〈二とを
原111とする。

二．その他については,イギリス文学,アメリカ文学の場合，ＭＬＡＨｔｚｍｄ
ｂｏＯＡ(｢ＭＬＡ新英語論文の手引き｣北星堂，1981)またはmbeAｲＬＡＳｂしん
ＭｍＴｍｌ(ＮｅｗＹｏｒｋ：ＭＬＡ,1985)に,英語学の場合,Linguisticlnquiry

StyIeSheet（Li7Jgw産旋ｂ19噸かｖｏｕ）に従うものとする。
５．校正は．初校に限り、執筆者が行う二ととするが，この際の訂正加征は．
必ず植字上の誤りに関するもののみとし，内容に関する訂正加証は醒めな
い。

６．締切は11月30日とする。

７．投稿者は．投稿料を負担する場合もある。
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甲南英文学会研究発表規定

1．発表者は，甲南英文学会の会貝であること。

2．発表希望者は，発表要旨をＡ４判400字鏑の原稿用紙３枚（英文の鳩合

は，Ａ４判タイプ用紙ダプルスペースで２枚）程度にまとめて，３部（コ

ピー可）提出する二と。

3．詮衡および研究発表の割りふりは，「甲南英文学｣損ＩＩＬ委員会が行い，詮

衡結果は，ただちに応募者に通知する。

4，発表時間は，一人30分以内（質疑応答は10分）とする。

甲南英文学 」Vb､４

－非売品一平成元年６月20日印刷

平成元年６月30日発行

網雛荻発行者 甲南英文学会
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